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● はじめに

このたびは、 当社の製品をお買い上げいただき、 誠に有難う ございます。

● 本取扱説明書は、 設置、 整備および日常の保守を正し く 行っていただ く こ と、 そ し
て、製品の管理を行う方、製品の操作を行 う方の安全が確保される こ と を配慮し て、
製品の説明を し てお り ます。

● 製品の特徴および取 り 扱い方法を ご理解いただ く ため本説明書を よ く お読みにな
り、 製品を正し く ご使用 く だ さい。 お読みになった後、 いつでも参照できるよ う に、
大切に保管し て く だ さい。
万一、 ご使用中にわからないこ とや不都合が生じ た と きにご覧 く だ さい。

● 本取扱説明書の文中では、 『小型紙幣釣銭機 BT-20』 を 『BT-20』、 『小型硬貨釣銭機
CT-22』 を 『CT-22』 と記述し ています。

● 本製品の仕様は、 改良のため予告無しに変更する場合があ り ます。

今後も、 当社の製品をよろ し く お願いいた し ます。

● 製品の概要

本装置は、 入金された紙幣の計数と釣銭の払出し を行う こ と を目的と し、 入金計数

データ を通信電文によ り上位側へ送信、 また払出しデータ を受信する こ と で釣銭金

の払出し を行う機械です。

本取扱説明書は、 小型紙幣釣銭機の仕様や操作などを記述し ています。

● 製品の特徴

● レジス ター POS システム機などに接続する こ とによ り、 釣銭が正確 ・ 確実 ・ 迅速に
収納または払出し を行う こ とができ、 レジス ターの効率化を図れます。

● 小型紙幣釣銭機は、 幅広い用途に使用できます。 小型 ・ 高機能タ イプなので、 従来
通りのレジス ターでの使用はも ち ろん、 各種オフ ィ スなど、 出納マシン と し ても ご
利用いただけます。

● 小型紙幣釣銭機は紙幣を 4 金種に分類し、 自社の従来機よ り も処理速度が上がって
います。

● 表示は見やす く 、 操作は分かりやすいよ う にま とめま し た。

● 入金された紙幣は回収操作によ り、 紙幣出金口 （一度に 20 枚） または紙幣回収庫
（ 大 200 枚） から出金されます。

● 別売りの小型硬貨釣銭機 （CT-22） と連携し、 紙幣 4 金種、 硬貨 6 金種を一括管理
でき、 その操作のほとんどを BT-20 側で行 う こ とができます。

この装置は、 ク ラス A 情報技術装置です。 この装置を家庭環境で使用する と電波妨害を引き起こすこ とがあ り ます。
この場合には使用者が適切な対策を講ずるよ う要求される こ とがあ り ます。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  VCCI-A
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1. 安全確保のための警告表示
この取扱説明書では、 注意すべき事項や危険な行動に対し、 ラ ン ク付けを行って記

載し ています。

1.1. 警告 ・ 注意 ・ 確認の内容

1.2. 図記号の意味

一般的な禁止 改造禁止 手ぬれ禁止 火気厳禁 水ぬれ禁止

一般的な
強制指示

アース線を
必ず接続

コ ンセン ト から
電源プ ラグを
抜 く

一般的な注意 ・
警告 ・ 危険 ・

確認

この内容を無視した場合、 人命にかかわる障害、 あるいは大きな物的損害が起こ る可能性が
あ り ます。 この取扱説明書をよ く お読みにな り、 取扱いには充分注意し て く だ さい。

警 告

この内容を無視し た場合、 ケガや物的損害を受ける可能性があ り ます。 慣れから生じ るケガ
や物的損害が大半です。 気をつけてご使用 く だ さい。

注意

操作上の確認や参考事項を説明し ています。 ケガや損害を受ける こ とはあ り ませんが、 誤動

作や操作 ミ スを防ぐためにも必ずお読み く だ さい。

確認



2. 取り扱い上の注意
設置やアースを取る以外にも製品を取り扱う上での注意があ り ます。 以下の記載事

項をよ く お読みにな り、 製品を取り扱う際には充分にご注意 く だ さい。

2.1. 警告事項 1

＜改造禁止＞

● 本説明書に記載し ている こ と以外の修理が行われている、 または許容し ている範囲外の変
更が行われているなどの 『製品の改造や分解』 は、 思わぬ事故や故障の原因と な り ます。

● 製品の改造や分解は、 絶対に行わないで く だ さい。 当社の許容し ている範囲外の製品の改
造や分解による事故や故障につきま し ては、 責任を負いかねますので、 ご了承 く だ さい。

● 基板の改造やテス ターによる通電検査は故障の原因と な り ます。

＜修理の依頼＞

● マシンから煙が出ている、 変なニオイがする、 または原因のわから ない故障が起きた と き
は、 すぐに電源プ ラグを コ ンセン ト から抜いて、 お買い求めの販売店までご連絡 く だ さ
い。

＜異物の落下＞

● 本体の隙間などから ク リ ッ プやホ ッ チキスの針など金属類や異物を差し込んだ り、 落と し
た り し ないで く だ さい。 内部で電気回路に接触する と シ ョ ー ト し、 火災の原因にな り ま
す。

＜水ぬれ禁止＞

● 万一製品の内部に水や液体が入った場合は、 製品の電源スイ ッ チを切ってから電源プ ラグ
を コ ンセン ト から抜いて、 お買い求めの販売店までご連絡 く だ さい。 続けて使用する と火
災 ・ 漏電 ・ 感電などの恐れがあ り ます。

＜手ぬれ禁止＞

● 本体および電源コー ド ・ 電源プ ラグに濡れた手で触ら ないで く だ さい。 感電する恐れがあ
り ます。

＜移設について＞

● 本体を移設する場合は、 お買い求めの販売店にご相談 く だ さい。 設置が不完全の場合は事
故および感電の原因にな り ます。 また、 お客様で移設する場合は、 硬貨および紙幣を入れ
たままでの移動は故障の原因にな り ますので、 必ず先に金銭の回収を行って く だ さい。

＜設置場所＞

● 本体の設置場所については、 本説明書に記載されている条件下で設置し て く だ さい。 過重
に耐えられない場所 ・ 傾いた場所 ・ 不安定な場所に設置する と、 故障の原因と な り ます。

警 告

改造禁止

修理の依頼

一般的な禁止

水濡れ禁止

手濡れ禁止

移設方法

設置場所
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2.2. 警告事項 2

＜禁止 ： 電源コー ド について＞

● 電源プ ラグのアース端子は決し て切断し た り取外し た り し ないで く だ さい。
電源コー ド をキズつけた り、 破損し た り、 加工し た り し ないで く だ さい。 また、 重い物を
のせた り、 引っ張った り、 無理に曲げた りする と電源コー ド を破損し、 火災 ・ 漏電 ・ 感電
の恐れがあ り ます。

＜アース線を必ず接続＞

● アースは必ず取って く だ さい。 アースを取っ ていない製品に漏電等が発生する と、 感電す
る可能性があ り ます。 お客様やサービスマンにケガを負わさ ないためにアースは必ず取っ
て く だ さい。

＜電源プ ラグ ： 電源プ ラグについて＞

● 電源プ ラグの抜き差しは、 必ず電源プ ラグを持っ て行っ て く だ さい。

● 電源コー ド を引っ張った り、 濡れた手で取り扱う と シ ョ ー ト や感電する恐れがあ り ます。

● 長期間ご使用にならない時は、 電源プ ラグを コ ンセンよ り抜いて く だ さい。

● 電源プ ラグは製品近 く のコ ンセン ト に接続し、 コ ンセン ト は人が容易に近づける と こ ろに
し て く だ さい。

＜禁止 ： 電源コー ド について＞

● 電源コー ド を延長し た り、 タ コ足配線を し ないで く だ さい。 必ず専用のコ ンセン ト をご使
用 く だ さい。 火災の原因にな り ます。

● 電源コー ドの上に重いものを置いた り、 折り曲げた り、 熱いものの近 く に通し た り し ない
で く だ さい。

● 製品を使用する と きは本説明書に定められた電源に接続し て く だ さい。

＜電源プ ラグを抜 く ： 清掃について＞

● 製品の機構部が作動する と危険ですので、 点検や清掃を行う前に、 電源を必ず 『Ｏ Ｆ Ｆ 』 
にし、 電源プ ラグを コ ンセン ト よ り抜いてから行って く だ さい。

＜廃棄禁止＞

● 本製品はリ チウム電池を搭載し てお り ますので、 破棄する場合は専門の廃棄業者に依頼し
て く だ さい。 屋外での放置は環境汚染や事故発生の恐れがあ り ます。

＜火気禁止＞

● 本機の近 く で火気を使用し ないで く だ さい。 本体が加熱され熱によ り本体が溶け、 火災の
原因になる可能性があ り ます。

＜禁止 ： 環境について＞

● 本説明書に記載されている環境下でご使用 く だ さい。 間違った環境下で使用する と火災 ・
ケガ ・ 感電の原因にな り ます。

警 告

禁止

アース線を必ず接続

電源プ ラグを抜 く

禁止

電源プ ラグを抜 く

廃棄禁止

火気禁止

禁止
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2.3. 注意事項

2.4. 紙幣についての基本的な注意事項

● 製品の内部ユニ ッ ト を引出すと きは、 本説明書の指示に従っ て く だ さい。 誤っ
た操作はケガをする恐れがあ り ます。

● 本体外装の清掃には乾いた布をご使用 く だ さい。 シンナー ・ ベンジンなどの揮
発性の高いものを使用する と製品の表面をキズつける恐れがあ り ます。 特に汚
れがひどい場合は、 水で薄めた中性洗剤をご使用 く だ さい。

● 操作部や表示部は、 やわらかい布で軽 く ホコ リ をふき取って く だ さい。

● 部品の交換やコネク タの抜き差しは、 必ず 『電源 Ｏ Ｆ Ｆ 』 にし て 1 分以上経過
し てから、 プ ラグを コ ンセン ト から抜いた後に行っ て く だ さい。

● ホコ リや油煙 ・ 振動の多い場所への設置は避けて く だ さい。

● 直射日光の当たる場所への設置は避けて く だ さい。

● 本体に重いものを載せた り、 衝撃を与えた り し ないで く だ さい。

● 内部ユニ ッ ト を引出す時に無理な力を加えないで く だ さい。

● ネジで固定し ている カバーは無理に開けないで く だ さい。

● 内部箇所の引出や開閉は、 緑色の取っ手 ・ シールの貼っ てある箇所を持って
行って く だ さい。

● 長期間使用し ない場合は、 電源プ ラグを コ ンセン ト から抜いて く だ さい。

下図 「判別できない紙幣」 のよ う な状態の悪い紙幣を挿入する と、 識別精度が下
がる こ とがあ り ます。 また、 紙幣詰ま り を起こ し た り、 紙幣や搬送部が破損する
場合があ り ます。
紙幣をま とめてセ ッ ト する場合は、 紙幣ど う しが密着し ないよ う に、 先に紙幣を
さばいて く だ さい。

注意

一般的な注意

注意

一般的な注意

破損紙幣

折れ紙幣

カール紙幣

二重・半紙幣

判別できない紙幣 紙幣のさばき方
4



2.5. 寿命部品について
本機には寿命部品が含まれてお り ます。

寿命部品はご使用頂いている間に、 摩耗 ・ 劣化などが進行し て動作が不安定になる

場合があ り ます。

寿命部品 ： ゴムベル ト 類、 モーター類

※使用頻度や環境によ って、 摩耗や劣化の進行度が変わる場合があ り ます。

※本機内部から紙幣搬送のためのモーター音が聞こ えますが、これは故障ではあ り ま

せん。

本機は、 間欠操作を前提に設計されています。 下記稼働条件内でご使用 く だ さい。
● 10 分以上にわたっ ての連続稼働を させなで く だ さい。 （入金 ・ 回収動作繰り返

し）
● 取引間隔 ： 入出金処理 （15 秒） / 休止時間 （30 秒）

長時間連続運転を行う と、 オーバーヒー ト 等の ト ラ ブルを引き起こす原因と な り
ます。 必ず条件を守ってご使用 く だ さい。

注意

一般的な注意
5



6

3. ご使用になる前に

3.1. 本体の確認
製品は細心の注意を払って輸送されていますが、 搬入された製品に損傷がないかな

ど、 製品の外側と内側を充分に確認し て く だ さい。

以下の確認項目の中で該当する項目がある と きやご不明な点がある と きは、 至急お

買い求めの販売店へご連絡 く だ さい。

ご連絡が遅かった場合や故意に製品にキズを付けた場合は、 保証できない場合があ

り ますので、 ご注意 く だ さい。

◆確認項目◆

● 機械の外側に く ぼみ、 割れ目、 キズなどがある。

● 電源コー ドや電源プ ラグに深い切りキズ、 切断箇所などがある。

● 操作ボタ ンが押せない。

3.2. 付属品の確認
製品に付属されている ものは、 以下のとお り です。

すべての付属品が揃っているかを確認し て く だ さい。

万一、 付属品に不足があった場合は、 お買い求めの販売店までご連絡 く だ さい。

付属品は後で必ず必要と な り ますので、 大切に保管し て く だ さい。

◆付属品項目◆

• キー

コ ン ト ロール鍵....................................................................... 2 個

ユニ ッ ト 鍵 ................................................................................ 2 個

回収庫鍵 ..................................................................................... 2 個

• 電源コー ド （CT-22 接続用）........................................1 本

• 通信用ケーブル （CT-22 接続用）..............................1 本

• 設置金具セ ッ ト

設置金具 ..................................................................................... 1 個

金具取付ネジ （黒） [M4x8]............................................... 2 本

コネク ターカバーネジ [M3x5] ........................................ 1 本

装置取付ネジ [M4x15].......................................................... 2 本

装置取付ネジ [M4x35].......................................................... 2 本

装置取付ナ ッ ト ....................................................................... 2 個

• ケーブルク ラ ンプ 【黒】..................................................1 個

• コネク ターカバー

コネク ターカバー （CT-22 用......................................... 1 個

コネク ターカバー （BT-20 用......................................... 1 個

• 取扱説明書 （本書）

• ク イ ッ クガイ ド （エラー解除）

• ク リーニングガイ ド



4. BT-20 外観

4.1. 各部名称

1) 紙幣入金口 .........................紙幣準備金や受け取り紙幣を投入する と こ ろです。

2) 紙幣出金口 .........................紙幣が払い出し される と こ ろです。

3) 操作ボタ ン ......................... さ まざまな操作をするための操作ボタ ンです。

4) 表示部...................................入金釣銭金額やエラーコー ド などの表示画面があ り ます。

5) コ ン ト ロール錠 ...............運用と回収の切り換え時に使用する鍵です。

6) ユニ ッ ト 錠 .........................内部ユニ ッ ト または、 紙幣回収庫のロ ッ ク を解除し ます。

7) 紙幣出金部レバー...........内部ユニ ッ ト の引き出し時、 紙幣出金部の開閉に使用し ます。

8) 紙幣回収庫 .........................回収し た紙幣を保管し ます。

9) 紙幣回収庫錠 ....................紙幣回収庫扉をロ ッ クまたは、 解除し ます。

10) 紙幣回収庫取手 ...............紙幣回収庫の取り外し または、 内部ユニ ッ ト の引き出しに使用し ます。

11) 紙幣回収扉 .........................回収庫の扉です。

 
4) 表示部

5) コントロール錠

1) 紙幣入金口

2) 紙幣出金口

11) 紙幣回収扉

9) 紙幣回収庫錠 10) 紙幣回収庫取手

6) ユニット錠

7) 紙幣出金部

3) 操作ボタン

8) 紙幣回収庫

レバー

接続コネクタ（電源）

RS-232CUSB

COM（通信）ポート
CT-22 接続コネク

本体裏面接続
7



4.2. ユニ ッ ト 構成
小型紙幣釣銭機には、 以下のよ う な名称部 ・ ユニ ッ ト があ り ます。

 
上搬送部

搬送路

表示操作部

制御 / 通信部

紙幣入金部
搬送路

下搬送部

紙幣還流庫部

紙幣出金部

紙幣回収庫部

紙幣回収庫接続部

内部ユニ ッ ト

筐体部
8



4.3. BT-20 の内部ユニ ッ ト

4.3.1. 内部ユニ ッ ト の引き出し方

4.3.2. 紙幣入金部の開閉

1. BT-20 前面のユニ ッ ト 錠を右に廻し ま

す。

2. ユニ ッ ト 錠を右に廻し ながら、 前面の取
手を持ち、 内部ユニ ッ ト を 後まで引き
出し ます。

※ 本体を固定し た う えで、 内部ユニ ッ ト を引
き出し て く だ さい。

ユニ ッ ト 錠

 

1. BT-20 前面のユニ ッ ト 錠を右に廻し ま

す。

2. ユニ ッ ト 錠を右に廻し ながら、 前面の取
手を持ち、 内部ユニ ッ ト を 後まで引き
出し ます。

※ 本体を固定し た う えで、 内部ユニ ッ ト を引
き出し て く だ さい。

3. 解除レバーを矢印①の方向に引いて、 紙
幣入金部を開きます。

※ 紙幣入金部は、 開放時のロ ッ クがあ り ませ
ん。 作業を行う場合は、 手で保持し て く だ
さい。

 

解除レバー

紙幣入金部

①
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4.3.3. 紙幣出金部の開閉

1. BT-20 前面のユニ ッ ト 錠を右に廻し ま

す。

2. ユニ ッ ト 錠を右に廻し ながら、 前面の取
手を持ち、 内部ユニ ッ ト を 後まで引き
出し ます。

※ 本体を固定し た う えで、 内部ユニ ッ ト を引
き出し て く だ さい。

3. 紙幣出金部レバーを矢印①の方向に押し
てロ ッ ク を解除し、 紙幣出金部を開きま
す。

 

紙幣出金部の開け方

紙幣出金部レバー
紙幣出金部

①

1. 紙幣出金部を手で保持し ます。

2. ス ト ッパー （緑色シール） を矢印①の方
向に押し てロ ッ ク を解除し、 紙幣出金部
を静かに閉じ ます。

紙幣出金部の閉じ方

紙幣出金部

①
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4.3.4. 上搬送部の開閉

1. BT-20 前面のユニ ッ ト 錠を右に廻し ま

す。

2. ユニ ッ ト 錠を右に廻し ながら、 前面の取
手を持ち、 内部ユニ ッ ト を 後まで引き
出し ます。

※ 本体を固定し た う えで、 内部ユニ ッ ト を引
き出し て く だ さい。

3. 上搬送部解除レバーを矢印①の方向にス
ラ イ ド させ、 上搬送部を開きます。

上搬送部の開け方

 

①

 

上搬送部

上搬送部解除レバー

上搬送部

1. 上搬送部を手で保持し ます。

2. ス ト ッパー （緑色シール） を矢印①の方
向に押し てロ ッ ク を解除し、 上搬送部を
静かに閉じ ます。

上搬送部の閉じ方

 

①

上搬送部

ス ト ッパー
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4.3.5. 下搬送部の開閉および内部ユニ ッ ト の閉じ方

1. BT-20 前面のユニ ッ ト 錠を右に廻し ま

す。

2. ユニ ッ ト 錠を右に廻し ながら、 前面の取
手を持ち、 内部ユニ ッ ト を 後まで引き
出し ます。

※ 本体を固定し た う えで、 内部ユニ ッ ト を引
き出し て く だ さい。

3. 下搬送部解除レバーを矢印①の方向に引
き上げてロ ッ ク を解除し、 下搬送部を開
きます。

 

下搬送部の開け方

下搬送部解除レバー

①

①

下搬送部

1. 下搬送部を手で保持し ます。

2. ス ト ッパー （緑色シール） を矢印①の方
向に押し てロ ッ ク を解除し、 下搬送部を
静かに閉じ ます。

 

下搬送部の閉じ方

下搬送部
ス ト ッパー

①

1. 内部ユニ ッ ト を カチっ と音がするまで筐

体に押し込みます。

※ 押し込んだ後に内部ユニ ッ ト を手前に引い
て、 出てこ ないこ と を確認し て く だ さい。

2. ユニ ッ ト 錠が 「運用」 に戻っている こ と
を確認し ます。

※ ユニ ッ ト 錠が 「保守」 の状態だ と、 セ ッ ト
不良エラーの原因と な り ます。

 

内部ユニ ッ ト の閉じ方

ユニ ッ ト 錠
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4.3.6. 紙幣回収庫の開閉

4.3.7. 紙幣回収庫 （出金リ ジ ェ ク ト 庫） の着脱

1. 紙幣回収庫を取り外し ます。

※ 紙幣回収庫の取り外しは、 13 ページの 「紙
幣回収庫 （出金リ ジ ェ ク ト 庫） の着脱」 を
参照し て く だ さい。

2. 紙幣回収庫錠を右に廻し ます。

3. 紙幣回収庫扉を開きます。

 

紙幣回収庫の開け方

紙幣回収庫錠

紙幣回収庫扉

1. ユニ ッ ト 錠を左に廻し ます。 紙幣回収庫

が少し飛び出し ます。

2. 紙幣回収庫を取り外し ます。

※ 出金リ ジ ェ ク ト がある場合は、 出金リ ジ ェ
ク ト 庫の紙幣を取り だ し て く だ さい。

紙幣回収庫の取り外し方

 

紙幣回収庫錠
ユニ ッ ト 錠

 

出金リ ジ ェ ク ト 庫

紙幣回収庫
13



5. 操作

5.1.BT-20 操作パネル

5.1.1. 操作パネルと コ ン ト ロール錠

BT-20 は通常運転で操作パネルを使用する こ とはあ り ませんが、 金額の確認や紙幣

枚数の確認などでは、 表示パネルと コ ン ト ロール錠で操作し ます。

5.1.2. 表示部①

表示部①は、 選択金種を表示し ます。

5.1.3. 表示部②

表示部②は、 操作モー ドの確認および BT-20 の動作状態を表示し ます。

操作モー ド

表示部①

表示部②

表示部③

コ ン ト ロール錠

表示部④

操作ボタ ン

 10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

10000 5000 1000リジェクト庫 回収庫

回収 点検 収納 払出 清掃

 

 

 

運用 　 回収

「10000、5000、2000、1000、500、100、50、10、5、1」
の 10 金種の表示があ り ます。

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

表示部②は「回収・点検・収納・払出・清掃」
の LED で表示されます。

回収 点検 収納 払出 清掃

■ 操作モー ド

操作モー ドは、 操作状態を表示し ます。 点
灯状態で現在のモー ドの確認ができます。

点検モー ド 回収モー ド 一括モー ド

一部回収モー ド 完全回収モー ド その他

回収 点検

消灯 点灯

回収 点検

点滅 点灯

回収 点検

消灯 消灯

回収 点検

点灯 点灯

回収 点検

点灯 点滅

回収 点検

消灯 消灯
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動作状態

5.1.4. 表示部③

表示部③は、 紙幣金種 （10000、 5000、 1000） の収納量目安と リ ジ ェ ク ト 庫 ・ 回収庫

の状況を表し ます。 混合庫 （5000 [2 千円 /5 千円 ]） の場合は混合での残量を表示し

ます。

10000/5000/1000 の下列の LED は、 赤色と緑色で点灯し ます。 上列と中列は緑色で

点灯し ます。

◆ 10000、 5000、 1000 各収納部の状態 （運用時）

※ エンプテ ィ = 0 枚 / ニアエンプテ ィ = 釣銭が少ない状態 / ニアフル = 集積部がフルに近い状態

状態 エンプテ ィ
ニア

エンプテ ィ
適量 少 適量 中 適量 多 ニアフル フル*

*. 残量 LED はセンサーがフル状態の時は、 枚数に関係な く フル表示にな り ます。

表示方法

枚
数

1000 0 枚 1 枚～
ニアエンプテ ィ

ニアエンプテ ィ
+ １ ～ 50 枚

51 枚～ 100 枚
101 枚～

ニア フル未満
ニア フル～

249 枚 250 枚

5000 0 枚 1 枚～
ニアエンプテ ィ

ニアエンプテ ィ
+ １ ～ 40 枚

41 枚～ 60 枚
61 枚～

ニア フル未満
ニア フル～ 99

枚 100 枚

10000 0 枚 1 枚～
ニアエンプテ ィ

ニアエンプテ ィ

+ １ ～ 40 枚**

**. 「1 万円エンプテ ィ ・ ニアエンプテ ィ な し」 を設定し ている場合、 0 ～ 40 枚は 「適量 少」 が表示さ
れ、 「エンプテ ィ 」 と 「ニアエンプテ ィ 」 は表示されません。

41 枚～ 60 枚
61 枚～

ニア フル未満
ニア フル～ 99

枚 100 枚

収納 LED

払出 LED

清掃 LED

■ 収納 LED

入金動作時にエラーが発生し、 在高データ
が不確定な場合に点灯し ます。 回収モー ド
で完全回収を行う と消灯し ます。 （39 ページ
参照）

■ 払出 LED

払出動作時にエラーが発生し、 在高データ
が不確定な場合に点灯し ます。 回収モー ド
で完全回収を行う こ と で消灯し ます。 （39 
ページ参照）

出金リ ジ ェ ク ト 減算設定の場合、 出金リ
ジ ェ ク ト が発生する と点灯し ます。

■ 清掃 LED

センサーが汚れた場合に清掃 LED が点灯し
ます。 センサーを清掃する と消灯し ます。

回収 点検 収納 払出 清掃

回収 点検 収納 払出 清掃

回収 点検 収納 払出 清掃
1 万枚の紙幣を投入された場合も清掃 LED
が点灯し ます。 この場合の消灯方法につい
ては 62 ページ 「清掃 LED の消灯につい
て」 を参照 く だ さい。

消灯

消灯

赤点滅

消灯

消灯

赤点灯

消灯

消灯

緑点灯

消灯

点灯

緑点灯

点灯

点灯

緑点灯 緑点灯

点灯

点滅

点滅

点滅

緑点滅
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◆ リ ジ ェ ク ト 庫、 回収庫

※ リ ジ ェ ク ト 庫 LED は、 リ ジ ェ ク ト 庫に紙幣がな く ても、 リ ジ ェ ク ト 紙幣の処理 （無計数入金また
は完全回収） が実行されていない場合は点灯し ます。

※ 残量 LED はセンサーがフル状態の時は、 枚数に関係な く フル表示にな り ます。
・ 回収庫は 200 枚以上でフル表示にな り ます。
・ リ ジ ェ ク ト 庫は 20 枚以上でフル表示にな り ます。

※ 出金リ ジ ェ ク ト 減算設定の場合
・ リ ジ ェ ク ト 庫の紙幣を抜き取る と消灯し ます。
・ リ ジ ェ ク ト 庫の紙幣は還流庫在高には含まれません。 無計数入金の処理は不要です。

5.1.5. 表示部④

表示部④は釣銭金額や在高 （収納枚数） 等の表示、 および動作中である こ と を表示

し ます。 また、 エラーが発生し た場合、 エラーコー ド を表示し ます。

5.1.6. 操作ボタ ン

◆ 操作ボタ ンは、 入金開始や各種モー ドへの移行等で使用し ます。

表示部 説明

リ ジ ェ ク ト 庫

紙幣フル 点滅

紙幣あ り 点灯

紙幣な し 消灯

回収庫

紙幣フル 点滅

紙幣あ り 点灯

紙幣な し 消灯

表示部 ボタ ン操作説明

アイ ドル時 ： 入金の開始
回収動作時 ： 回収動作の開始
モー ド選択時 ： 動作モー ドの決定

一括回収、 一部回収モー ド時 ： 金種の選択
アイ ドル時 ： 清掃 LED が点滅し ている場合、 点灯原因の確認

アイ ドル時 ： 装置内の枚数を確認
回収モー ド選択時 ： 一部回収モー ド への移行

回収モー ド選択時 ： 一括回収モー ド への移行

入金 ・ 回収 ・ 中断
エラー時 ： エ ラー復旧
点検モー ド時 ： 点検モー ドの終了

 

スタ-ト

選択

点検

回収

クリア
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5.1.7. コ ン ト ロール錠

運用と回収の切り替えに使用する鍵です。

5.2.BT-20 の操作方法 （釣銭先行モー ド）
BT-20 には、 釣銭払出しのモー ドが 2 種類あ り ます。

●  釣銭先行モー ド ： POS の操作にて預かり金を入力し、 釣銭を払出し ます。

● 入金確定型モー ド ： 預かり金を BT-20 または CT-22 に入金し、計数を行って釣銭を
払出し ます。

入金確定型モー ド設定時の操作方法は、 22 ページ 「BT-20 の操作方法 （入金確定型

モー ド）」。

5.2.1. 釣銭を準備する

1. 電源を入れます

CT-22 の電源スイ ッ チを押し、 電源を入れます。 BT-20 の電源は接続されている CT-

22 と連動し ています。

※ 電源を投入する と、 自動的に初期動作が開始されます。 初期動作が終わるまで しばら く お
待ち く だ さい。

※ コ ン ト ロール錠は BT-20/CT-22 と もに 「運用」 の位置にし て く だ さい。

鍵位置 説明 鍵抜き取り

運用 釣銭の払出、 補充、 在高点検時に使用 可能

回収 一括回収、 一部回収、 完全回収時に使用 不可

運用 　 回収

CT-22 BT-20

 

電源スイ ッ チ

運用 　 回収

※ 表示が全点灯し た後、 表示部④に “_ _ _INIT”
と表示され、 初期動作が開始されます。 初
期動作が終了する と、 表示部④は “_ _ _ _ _ 
_0” と表示されます。

初期動作中

初期動作終了
17



2. 釣銭準備金を投入し ます。

初期動作が終了し、 紙幣を入金口にセ ッ ト する と自動的に取り込まれます。 一度に投

入できる枚数は 20 枚までです。

※ 入金時にク リ アボタ ンを押すと、 取込動作
を停止し ます。

※ 取込中、 表示部④には動作中を示すため、
「ウ ェ イブ」 を表示し ます。

※ 取込が終了する と、 表示部④には入金金額
が表示されます。 また、 表示部③には収納
枚数に応じ た表示を行います。

※ 動作中に還流庫フルと なった場合は、 入金
動作を停止し、 表示部④には “_ _ _FULL” が
表示され、 表示部③の該当金種がフルの表
示にな り ます。

※ 紙幣フル時回収庫入金設定の場合 ：
入金動作は停止せず、 フルと なった金種は、
直接回収庫へ入金されます。 回収庫も フル
と なった場合は、 入金動作を停止し て、 表
示部④に 「CB-FULL」 と表示されます。

※ 入金動作終了後に リ ジ ェ ク ト 紙幣がある場
合、 表示部④に 「_RJ-OUT」 が表示され、
出金口に リ ジ ェ ク ト 紙幣を排出し ます。 出
金口の紙幣を抜き取り、 入金口に紙幣があ
る場合は入金動作を再開し ます。

※ 先行型オーバー分回収庫入金設定の場合 ：
入金時に還流庫の在高が自動回収残置枚数
設定の場合、 オーバー分は回収庫へ入金さ
れます。 この設定では、 2 千円紙幣は無条件
で回収庫へ入金されます。

紙幣取込中（ウ ェ イブ） 取込終了
（例：9000 円）

 

 

10000 5000 1000

1000 円フル
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5.2.2. 営業中の操作 （預かり金の投入と釣銭の払出）

1. 営業中の操作の流れ （釣銭先行モー ド）

釣銭先行モー ド では、 次のよ う な流れで預かり金の投入と釣銭の払出し を行います。

開始

商品をスキャ ンする

お客さ まから預り金を受け取る

POS 操作で金額を入力

入力し た金額が
取引金額よ り大きい

ですか？

釣銭機から釣銭を出金する

お客様に釣銭を渡す

預り金を入金口にセ ッ ト する

預り金を入金する

終了

足り ない
金額を

お客様から
預かる

はい

いいえ
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2. 釣銭の払出

お客様よ り受け取った預かり金額をレジ （上位機） に入力する と、 自動で釣銭が払い

出されます。 金額を確認し てお客様に渡し て く だ さい。

◆ 釣銭払出中の注意

出金紙幣が 21 枚以上の場合

紙幣抜き取り待ち状態

出金する紙幣が 21 枚以上ある場合は、 一度出金口に放
出し、 表示部④に 「PO-BILL」 と点滅表示されます。 出
金口にある紙幣を抜き取る と、 表示部④に釣銭金額を点
滅表示し、 残りの紙幣の出金動作を行います。

在高が不足し ていた場合

出金する額が在高よ り も多い場合、 表示部④に 「END」
と表示されます。

回収庫がフルの場合

回収庫がフルの場合、 表示部④に 「CB-FULL」 と表示さ
れます。

リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合

リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合、 表示部④に 「RJ-FULL」 と
表示されます。

※ 釣銭払出中は、 表示部④に釣銭金額を点滅
表示し ます。 釣銭の払出が終了する と、 釣
銭金額が点灯表示されます。 出金口の釣銭
を抜き取り、 お客様に渡し て く だ さい。

釣銭払出中

釣銭払出終了
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3. 受け取った紙幣の投入

お客様よ り受け取った紙幣を紙幣入金口にセ ッ ト し ます。 自動的に取り込まれ、 後の

釣銭と し て収納されます。 

※ 硬貨は硬貨投入口へ投入し ます。 （自動で硬
貨の入金を開始し ます。）

※ 紙幣取込中、 表示部④には動作中を示すた
め、 「ウ ェ イブ」 が表示されます。

※ 取込が終了する と、 表示部④に入金金額が
表示されます。 また、 表示部③は収納枚数
に応じ た表示を行います。

※ 入金動作終了後に リ ジ ェ ク ト 紙幣がある場
合、 表示部④に 「_RJ-OUT」 を表示し、 出
金口に リ ジ ェ ク ト 紙幣を排出し ます。 出金
口の紙幣を抜き取り、 入金口に紙幣がある
場合は、 入金動作を再開し ます。

■ 「_RJ-OUT」 と 「8888888」 が交互に表示

入金リ ジ ェ ク ト があ り、 POS 等のコ ン ト ローラーから出金指示を受けた場合、 表示部④が全点灯
（「8888888」） と 「_RJ-OUT」 を交互に表示し、 ブザー音 （電話音） が鳴り続けます。 この場合に出
金口にある紙幣は入金リ ジ ェ ク ト なので、出金し た紙幣と間違ってお客様に渡さ ないよ う にし ます。
また、 抜き取った紙幣は出金終了後に再度入金する必要があ り ます。
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5.3. BT-20 の操作方法 （入金確定型モー ド）
BT-20 には、 釣銭払出しのモー ドが 2 種類あ り ます。

●  釣銭先行モー ド ： POS の操作にて預かり金を入力し、 釣銭を払出し ます。

● 入金確定型モー ド ： 預かり金を BT-20 または CT-22 に入金し、計数を行って釣銭を
払出し ます。

釣銭先行モー ド設定時の操作方法は、 17 ページ 「BT-20 の操作方法 （釣銭先行モー

ド）」 を参照 く だ さい。

5.3.1. 釣銭を準備する

1. 電源を入れます

CT-22 の電源スイ ッ チを押し、 電源を入れます。 BT-20 の電源は接続されている CT-

22 と連動し ています。

※ 電源を投入する と、 自動的に初期動作が開始されます。 初期動作が終わるまで しばら く お
待ち く だ さい。

※ コ ン ト ロール錠は BT-20/CT-22 と もに 「運用」 の位置にし て く だ さい。

CT-22 BT-20

 

電源スイ ッ チ

運用 　 回収

※ 表示が全点灯し た後、 表示部④に “_ _ _INIT”
と表示され、 初期動作が開始されます。 初
期動作が終了する と、 表示部④は “_ _ _ _ _ 
_0” と表示されます。

初期動作中

初期動作終了
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2. 釣銭準備金を投入し ます。

初期動作が終了し、 紙幣を入金口にセ ッ ト し ます。 POS 等のコ ン ト ローラーからの指

示によ り、 入金動作を開始し ます。 一度に投入できる枚数は 20 枚までです。

※ CT-22 に硬貨を投入し た場合は、 硬貨の入
金動作も開始し ます。

※ 取込中、 表示部④には動作中を示すため、
「ウ ェ イブ」 を表示し ます。

※ 取込が終了する と、 表示部④には
「DEPOSIT」 と入金金額が 1 秒ご とに交互表
示されます。 また、 表示部③は残量表示を
更新し ます。

※ 追加で入金が必要な場合は、 紙幣を入金口
にセ ッ ト し、 硬貨を硬貨投入口へ投入し ま
す。

※ 動作中に還流庫フルと なった場合は、 入金
動作を停止し、 表示部④には “_ _ _FULL” が
表示され、 表示部③の該当金種がフルの表
示にな り ます。

※ 紙幣フル時回収庫入金設定の場合 ：
入金動作は停止せず、 フルと なった金種は、
直接回収庫へ入金されます。 回収庫も フル
と なった場合は、 入金動作を停止し て、 表
示部④に 「CB-FULL」 と表示されます。

※ CT-22 がフルの場合、 表示部④に 「C-
FULL」 と表示されます。

※ 回収庫がフルの場合、 表示部④に 「CB-
FULL」 と表示されます。

※ リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合、 表示部④に
「RJ-FULL」 と表示されます。

※ 入金動作終了後に リ ジ ェ ク ト 紙幣がある場
合、 表示部④に 「_RJ-OUT」 が表示され、
出金口に リ ジ ェ ク ト 紙幣を排出し ます。 出
金口の紙幣を抜き取り、 入金口に紙幣があ
る場合は入金動作を再開し ます。

※ 返却操作 ：
入金し た現金を返却し たい場合、 POS 等の
コ ン ト ローラーからの指示で返却が可能で
す。 入金現金の返却中は表示部④に 「_ 
_REPAY」 と返却金額が 1 秒ご とに交互表示
されます。

※ 確定運用時自動回収設定の場合 ：
釣銭出金後 （紙幣出金の場合は紙幣抜き取
り完了時） に、 紙幣自動回収時の残置枚数
よ り、 還流庫の枚数が多い場合に、 オー
バー分を回収庫へ自動回収し ます。

紙幣取込中（ウ ェ イブ） 取込終了
（例：9000 円）

 

 

DEPOSIT 表DEPOSIT 表示 入金金額表示

 

10000 5000 1000

1000 円フル

 

 

 

 

REPAY 表示 返却額表示
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5.3.2. 営業中の操作 （預かり金の投入と釣銭の払出）

1. 営業中の操作の流れ （入金確定型モー ド）

入金確定型モー ド では、 次のよ う な流れで預かり金の投入と釣銭の払出し を行います。

開始

商品をスキャ ンする

お客さ まから預り金を受け取る

預り金を入金口にセ ッ ト する

預り金を計数する

入力し た金額が
取引金額よ り大きい

ですか？

釣銭機から釣銭を出金する

お客様に釣銭を渡す

終了

足り ない
金額を

お客様から
預かる

はい

いいえ
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2. 受け取った紙幣の投入

お客様よ り受け取った紙幣を入金口にセ ッ ト し ます。 一度に投入できる枚数は 20 枚ま

でです。 本装置に接続された POS 等のコ ン ト ローラーからの指示によ り、 入金動作が

開始されます。

3. 釣銭の払出し

必要な受け取り金が入金される と POS 等のコ ン ト ローラーの指示によ り、 釣銭を自動

で出金し ます。 金額を確認し て、 お客様に渡し て く だ さい。

※ 硬貨は硬貨投入口へ投入し ます。 （自動で硬
貨も入金を開始し ます。）

※ 取込中、 表示部④には動作中を示すため、
「ウ ェ イブ」 を表示し ます。

※ 取込が終了する と、 表示部④には
「DEPOSIT」 と入金金額が 1 秒ご とに交互表
示されます。 また、 表示部③は残量表示を
更新し ます。

※ 追加で入金が必要な場合は、 紙幣を入金口
にセ ッ ト し、 硬貨を硬貨投入口へ投入し ま
す。

※ 入金動作終了後に リ ジ ェ ク ト 紙幣がある場
合、 表示部④に 「_RJ-OUT」 が表示され、
出金口に リ ジ ェ ク ト 紙幣を排出し ます。 出
金口の紙幣を抜き取り、 入金口に紙幣があ
る場合は入金動作を再開し ます。

紙幣取込中（ウ ェ イブ） 取込終了
（例：9000 円）

 

 

DEPOSIT 表DEPOSIT 表示 入金金額表示

※ 釣銭出金中は表示部④に釣銭金額を点滅表
示し、 出金口に放出を終了する と、 釣銭金
額を点灯表示し ます。

※ 返却操作 ：
入金し た現金を返却し たい場合、 POS 等の
コ ン ト ローラーからの指示で返却が可能で
す。 入金現金の返却中は表示部④に 「_ 
_REPAY」 と返却金額が 1 秒ご とに交互表示
されます。

釣銭払出中

釣銭払出終了

 

 

REPAY 表示 返却額表示
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4. 紙幣が出てこ ない時 （エラー表示な し）

エラー表示がな く 、 「出金 LED」 が緑や赤に点灯し ている状態で、 紙幣が出てこ ない

（見えない） 場合は、 9 ページ 「紙幣入金部の開閉」 を参照し、 出金部内の紙幣を取り

だし て く ださい。

※ 紙幣を取り だす際に、 本体を引き出すと 「E-181」 が発生し ます。

5. 収納 ・ 払出 LED が点灯し ていたら （在高不確定解決手順）

エラー解除方法でエラー解除を行った後に、 「収納」 「払出」 の LED が BT-20 ・ CT-22

のどち らかに点灯し ている場合は、 機械内の釣銭に差異 （在高不確定） が発生し てい

る可能性があ り ます。 収納 ・ 払出 LED が点灯し た状態で入金処理を続けても問題あ り

ませんが、 精算時などの紙幣 ・ 硬貨の確認が必要な時に、 全ての金種 （全紙幣 ・ 全硬

貨） を完全回収操作にて回収し、 再度投入口から全ての紙幣 ・ 硬貨を投入し て枚数を

確認し て く だ さい。

※ BT-20 ・ CT-20 のどち らかだけが点灯し ている場合は、 点灯し ている機械のみ消灯手順を
行って く だ さい。

※ 出金口 LED 緑点灯

紙幣を取り だ し、お客様渡て く だ さい。

※ 出金口 LED 赤点灯

リ ジ ェ ク ト 紙幣ですので、再投入し て く だ さい。

 

◆ 消灯手順

[1] 「収納」 「払出」 LED が点灯

[2] コ ン ト ロール錠を 「回収」 の位
置にし ます。

[3] 「ク リ ア」 ボタ ンを押し ながら
「回収」 ボタ ンを押し ます。

[4] 「COMP」 が約 1 秒間表示され
ます。 

[5] 「選択」 ボタ ンを押し て、 表示
部①の回収する金種 （紙幣また
は硬貨） 全てを点灯させます。 

[6] 「ス ター ト 」 ボタ ンを押し て回
収を開始し ます。

[7] 回収が終わったら、 回収された
すべての紙幣 ・ 硬貨を取り除き
ます。
紙幣回収の場合は、 回収庫およ
び リ ジ ェ ク ト 庫の紙幣も抜き取
り ます。

[8] 「収納」 「払出」 LED が消灯し
ます。

[9] コ ン ト ロール錠を 「運用」 の位
置に戻し ます。

[10] 紙幣 ・ 硬貨を再投入し ます。

BT-20 または CT-22 どち らかの
「収納」 「払出」 LED が点灯し た
場合、 次の手順で消灯し ます。

回収 点検 収納 払出 清掃10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

BT-20 の場合 CT-22 の場合

運用 　 回収

1

クリア 回収 点検 選択

1000

ク リ アボタ ン + 回収ボタ ン

「COMP」 が表示されない場合、 完全回収
モー ド にな り ません。
「COMP」 が表示されない場合は、 手順 [1]
から再度操作を行って く だ さ い。

※

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃
表示部①点灯

1

クリア スタ-ト回収 点検 選択

1000

選択ボタ ン

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

BT-20 の場合 CT-22 の場合

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

BT-20 ・ CT-22 の両方の 「収納」 「払出」
LED が点灯し ている場合は、 「選択」 ボタ
ンを押さずに、 「ス ター ト 」 ボタ ンを押し
て回収を行います。 （手順 [6]）

※

1

クリア スタ-ト回収 点検 選択

1000

ス ター ト ボタ ン

運用 　 回収
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5.4. BT-20 の操作方法 （共通操作）

5.4.1. 収納された紙幣の枚数を確認する

運用中に BT-20 内部にある各紙幣の枚数を確認し ます。

◆ 枚数確認操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「運用」 の位置にし ま

す。

2. 「点検」 ボタ ンを押し ます。

3. 表示部① ・ ④を見て、 金種別の収納枚数
を確認し ます。

4. 「点検」 ボタ ンを押すご とに、 下記の順
番に表示内容が切り替わり ます。

5. 「ク リ ア」 ボタ ンを押すと、 通常の運用
状態に戻り ます。

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

点検ボタ ン

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

点検ボタ ン

表示部④の表示

 

 

還流庫枚数の表示※

回収庫枚数の表示

※還流庫枚数はリ ジ ェ ク ト 庫の枚数を含みます

枚数

枚数

運用 　 回収

1 万円→ 5 千円→ 2 千円→千円

1 万円→ 5 千円→ 2 千円→千円

500 円→ 100 円→ 50 円→ 10 円→ 5 円→ 1 円

還流庫枚数※

回収庫枚数

硬貨釣銭機

元の状態

元の状態※還流庫枚数はリ ジ ェ ク ト 庫の枚数を含みます
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5.4.2. 無計数入金する

無計数入金とは、 紙幣を還流庫へ入金するだけで、 入金額を在高へ加算し ない操作

です。 次のよ う な場合に無計数入金を行います。

（1） 出金リ ジ ェ ク ト 庫の紙幣を還流庫へ戻す場合

（2） エラー発生時に搬送路に残留し た紙幣を機械内の紙幣と し て取り扱う場合

出金リ ジ ェ ク ト 庫減算設定の場合 ：

出金リ ジ ェ ク ト 庫の紙幣は還流庫在高よ り減算されているため、無計数入金を行いま

せん。還流庫へ戻さ ないで く だ さい。無計数入金は (2) の場合のみ使用し て く だ さい。

硬貨の無計数入金は行いませんので、 硬貨は投入し ないで く だ さい。

◆ 無計数入金操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「回収」 の位置にし ま

す。 （回収 LED が点滅し ます。）

2. 「ス ター ト 」 ボタ ンを押し て無計数入金
モー ド に移行し ます。
表示部④に 「NOCOUNT」 と 「_ _ _ _ _ _0」
が 1 秒ご とに交互表示されます。

3. 無計数入金する紙幣を入金口にセ ッ ト し
ます。

※ 自動で紙幣の入金を開始し ます。

※ 入金動作中、 表示部④に動作中を示す
「ウ ェ イブ」 が表示されます。

※ 入金動作が終了する と、 表示部④に入金金
額と 「NOCOUNT」 が 1 秒ご とに交互表示さ

れます。

4. 「ク リ ア」 ボタ ンを押すと、 表示部④に
「- - -」 を表示し、 無計数入金モー ド を
終了し ます。
入金動作後に リ ジ ェ ク ト 紙幣がある場
合、 表示部④に 「RJ-OUT」 が表示され
ます。 出金口の紙幣を取り除いて く だ さ
い。 入金口に紙幣がある場合は、 入金動
作を再開し ます。

※ 出金操作で出金リ ジ ェ ク ト し た紙幣の処理
は、 紙幣の入金動作を し な く ても無計数入
金モー ド に入った時点で処理し たものと し
て扱います。

運用 　 回収

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

ス ター ト ボタ ン

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

ク リ アボタ ン

 

 

NOCOUT 表示 0 表示

   

入金金額表示 NOCOUNT 表示
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5.4.3. 収納された紙幣を回収する

収納された紙幣を回収する方法は、 指定金種を 10 枚単位で回収する 「一部回収」、

全ての金種を全回収する 「一括回収」、 指定し た金額または枚数を残し て残り分を回

収する 「金額残置回収」、 「枚数残置回収」、 ソ フ ト スイ ッ チの設定に関係な く 全ての

金種を回収する 「完全回収」 の 5 種類があ り ます。

「一括回収」、 「金額残置回収」、 「枚数残置回収」 はソ フ ト スイ ッ チにて、 いずれかの

回収方法を選択できます。 （ソ フ ト スイ ッ チの設定を行う場合は、 販売会社へお問い

合わせ く だ さい。）

【一部回収】 （指定金種を 10 枚単位で回収し ます。）

◆ 一部回収操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「回収」 の位置にし ま

す。 （回収 LED が点滅し ます。）

2. 「点検」 ボタ ンを押し て一部回収モー ド
に移行し ます。

※ 表示部④に 「PART」 を 1 秒間表示し た後
に、 回収 LED と点検 LED が点灯し ます。
初期状態は 1 万円選択状態です。

3. 表示部① ・ ④を確認し ながら、 一部回収
の操作を行います。
「選択」 ボタ ンを押すご とに、 下記の順
番に表示内容が切り替わり ます。

※ 表示部①の該当金種 LED が黄色点灯し、 表
示部④に在高枚数が表示されます。 （初期状

態は 1 万円が選択されています。）

運用 　 回収

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

点検ボタ ン

 

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

「PART」を 1 秒表示

 

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

選択ボタ ン

1 万円→ 5 千円→千円

500 円→ 100 円→ 50 円→ 10 円→ 5 円→ 1 円

一部回収の注意点

● 5 千円の回収を行う と、 混合回収庫 （5 千円 /
2 千円の混合） にある 2 千円は、 回収庫に収
納されます。

● 表示部④に表示される紙幣の在高は還流庫の
枚数です。
29



 

   4. 「ス ター ト 」 ボタ ンを押すと選択金種が
10 枚回収されます。

※ 在高が 10 枚未満の場合は、 在高枚数だけ回
収されます。

5. 「回収」 ボタ ンを押すご とに、 表示部④
の内容が切り替わり ます。

6. 回収操作を終了する時は、 コ ン ト ロール
錠を 「運用」 の位置にし て く だ さい。

※ 全金種回収を行っていな く ても、 回収作業
は終了できます。

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

ス ター ト ボタ ン

一部回収の注意点

● ソ フ ト スイ ッ チで紙幣出金口に出金するか、
紙幣回収庫に回収するかを選択できます。

● 回収動作中に 「ク リ ア」 ボタ ンを押すと、 回
収動作を停止し ます。

  

在高枚数表示 回収済枚数表示

運用 　 回収

一部回収の注意点

● 紙幣を回収庫に回収する場合 （紙幣回収）
回収庫がフルになる と一時停止し、 回収庫内 （出金リ ジ ェ ク ト 庫内は含まない） の紙幣を空にする と動
作を再開し ます。
回収庫フルを検出中は、 表示部④に 「CB-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示されます。
回収庫を本体から抜 く と、 表示部④に 「_CB-SET」 と表示されます。

● 紙幣を出金口に回収する場合 （紙幣回収）
出金集積部に 20 枚集積する と一時停止し、 出金口に放出し て表示部④に 「PO-BILL」 を点滅表示し、
出金口の紙幣の抜き取り待ちにな り ます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

※ 出金口回収に選択し ていても 2 千円は回収庫に回収し ます。

● 出金リ ジ ェ ク ト がある場合 （紙幣）
出金部③のリ ジ ェ ク ト 庫 LED が赤色点灯し ます。

※ 在高枚数が 1 枚以上あるにも関わらず、 回収枚数が規定の枚数回収できなかった場合は、
ブザー音 （電話音） が鳴り、 在高枚数を 0 枚にし ます。 また、 払出 LED が点灯し ます。

※ 出金リ ジ ェ ク ト 減算設定の場合、 出金リ ジ ェ ク ト によ り規定枚数が回収できなかった場合、
ブザー音 （電話音） は鳴り ません。

● リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合 （紙幣）
リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合は一時停止し、 表示部④に 「RJ-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示し、 リ
ジ ェ ク ト 庫の紙幣の抜き取り を待ちます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

   CB-FULL CB-OPEN  CB-SET

 紙幣抜き取り待ち

  RJ-FULL CB-OPEN
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【一括回収】 （指定し た金種を全て回収し ます。）

◆ 一括回収操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「回収」 の位置にし ま

す。 （回収 LED が点滅し ます。）

2. 「回収」 ボタ ンを押し て一括回収モー ド
に移行し ます。

※ 表示部④に 「ALL」 を 1 秒間表示し た後に、
回収 LED が点灯し ます。
初期状態は全回収選択状態です。

3. 表示部① ・ ④を確認し ながら、 一括回収
の操作を行います。
「選択」 ボタ ンを押すご とに、 下記の順
番に表示内容が切り替わり ます。

※ 表示部①の該当金種 LED が黄色点灯し、 表
示部④に在高枚数が表示されます。 （初期状

態は紙幣全金種が選択されています。）

4. 「ス ター ト 」 ボタ ンを押すと選択金種が
全て回収されます。

5. 「回収」 ボタ ンを押すご とに表示部④の
内容が切り替わり ます。

6. 回収操作を終了する時は、 コ ン ト ロール
錠を 「運用」 の位置にし て く だ さい。

※ 全部金種回収を行っていな く ても回収作業

は終了できます。

一括回収の注意点

● ソ フ ト スイ ッ チで、 紙幣出金口に出金するか、
紙幣回収庫に回収するかを選択できます。

● 回収動作中に 「ク リ ア」 ボタ ンを押すと回収
動作を停止し ます。

● 回収庫抜き取り確認あ り設定の場合、 回収庫
またはリ ジ ェ ク ト 庫に紙幣がある と、 「CB-
OPEN」 と 「BILLOUT」 が交互に表示されま
す。 紙幣を抜き取り、 回収庫をセ ッ ト する と
在高を表示し ます。

運用 　 回収

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

回収ボタ ン

 

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

ALL 一秒表示

 

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

選択ボタ ン

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

ス ター ト ボタ ン

1 万円→ 5 千円→千円

500 円→ 100 円→ 50 円→ 10 円→ 5 円→ 1 円

紙幣全金種

硬貨全金種

一括回収の注意点

● 5 千円の回収を行う と、 混合回収庫 （5 千円 /
2 千円の混合） にある 2 千円は、 回収庫に収
納されます。

● 表示部④に表示される紙幣の在高は還流庫の
枚数です。

● 紙幣全金種が選択されている場合は、 表示部
④は 2 千円を含めた紙幣還流庫の合計枚数が
表示されます。

  

在高枚数表示 回収済枚数表示

運用 　 回収
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紙幣回収の注意点

● 紙幣を回収庫に回収する場合 （紙幣回収）
回収庫がフルになる と一時停止し、 回収庫内 （出金リ ジ ェ ク ト 庫内は含まない） の紙幣を空にする と動
作を再開し ます。
回収庫フルを検出中は、 表示部④に 「CB-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示されます。
回収庫を本体から抜 く と、 表示部④に 「_CB-SET」 と表示されます。

● 紙幣を出金口に回収する場合 （紙幣回収）
出金集積部に 20 枚集積する と一時停止し、 出金口に放出し て表示部④に 「PO-BILL」 を点滅表示し、
出金口の紙幣の抜き取り待ちにな り ます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

※ 出金口回収に選択し ていても 2 千円は回収庫に回収し ます。

● 出金リ ジ ェ ク ト がある場合 （紙幣）
出金部③のリ ジ ェ ク ト 庫 LED が赤色点灯し ます。

※ 在高枚数が 1 枚以上あるにも関わらず、 回収枚数が規定の枚数回収できなかった場合は、
ブザー音 （電話音） が鳴り、 在高枚数を 0 枚にし ます。 また、 払出 LED が点灯し ます。

※ 出金リ ジ ェ ク ト 減算設定の場合、 出金リ ジ ェ ク ト によ り規定枚数が回収できなかった場合、
ブザー音 （電話音） は鳴り ません。

● リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合 （紙幣）
リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合は一時停止し、 表示部④に 「RJ-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示し、 リ
ジ ェ ク ト 庫の紙幣の抜き取り を待ちます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

   CB-FULL CB-OPEN  CB-SET

 紙幣抜き取り待ち

  RJ-FULL CB-OPEN
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【枚数残置回収】 （指定枚数の紙幣を BT-20 内に残し て紙幣の回収を行います。 ただ

し、 2 千円は BT-20 内に残る場合があ り ます。 ソ フ ト スイ ッ チの設定が枚数残置回

収設定になっている場合、 通常の一括回収動作は行いません。 枚数残置回収設定を

行う場合は販売会社へお問い合わせ く だ さい。）

◆ 枚数残置回収操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「回収」 の位置にし ま

す。 （回収 LED が点滅し ます。）

2. 「回収」 ボタ ンを押し て枚数残置回収
モー ド に移行し ます。

※ 表示部④に 「C-REMN」 を 1 秒間表示し た後
に、 表示部①の全ての金種 LED が黄色点
灯、 表示部②の回収 LED が点灯、 点検 LED
が消灯、 表示部④に残置枚数に対する不足
枚数 （不足枚数がない場合は 「_ _ _ _ _ 0」）
が表示されます。
初期状態は全回収選択状態です。

※ 収納 LED または払出 LED が点灯し ている場
合、 ブザー音 （電話音） が鳴り、 回収動作
を行いません。 完全回収操作 （39 ページ参
照） を行って在高を ク リ ア し て く だ さい。

※ リ ジ ェ ク ト 庫 LED が点灯し ている場合は電
話音が鳴り、 残置回収できません。 この場
合、 無計数入金 （28 ページ参照） で リ ジ ェ
ク ト 紙幣を入金する必要があ り ます。

3. 枚数残置回収モー ド になる と 「全金種選
択」 状態にな り ます。
「選択」 ボタ ンを押すご とに、 下記の順
番に表示内容が切り替わり ます。

※ 表示部①の該当金種 LED が黄色点灯し、 表
示部④に不足枚数が表示されます。 （初期状
態は全金種が選択されています。）

4. 「ス ター ト 」 ボタ ンを押すと指定枚数を
残し、 余分貨幣が回収されます。 （全金
種選択時）

※ 余分貨幣がない場合は 「ピピピ」 と ブザー
音 （電話音） が鳴り、 回収動作を行いませ
ん。

※ 回収終了後の動作については、 35 ページ
「紙幣回収の注意点」 を参照 く だ さい。

枚数残置回収の注意点

● 5 千円の回収を行う と混合回収庫 （5 千円 /2
千円の混合） にある 2 千円は回収庫に収納し
ます。

運用 　 回収

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

回収ボタ ン

 

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

C-REMN 一秒表示

 

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

選択ボタ ン

※ 不足枚数がない場合は
　  「-      0」表されます

1 万円→ 5 千円→千円

全金種選択

500 円→ 100 円→ 50 円→ 10 円→ 5 円→ 1 円
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5. 回収動作が終了する と、 在高枚数が表示
されます。

「回収」 ボタ ンを押すご とに表示部④の
内容が 「在高枚数」 → 「回収済枚数」 →
「不足枚数」 に切り替わり ます。

※ 「選択」 ボタ ンを押すご とに金種が変わり
ます。

6. 回収操作を終了する と きは、 コ ン ト ロー
ル錠を 「運用」 の位置にし て く だ さい。

以下のいずれかが表示された場合は、 枚数残置回収が行われていません。 表示の

内容にし たがって処置し て く だ さい。

枚数残置回収が行われない場合の表示

● 出金リ ジ ェ ク ト 紙幣がある場合 （リ ジ ェ ク ト 庫 LED 点灯状態）
出金リ ジ ェ ク ト 紙幣を無計数入金し てから、 再度枚数残置を行っ て く だ さい。

※ リ ジ ェ ク ト 庫に紙幣がな く ても、 リ ジ ェ ク ト 庫 LED が点灯し ている場合は、 一度、 無計数
入金モー ド に入る必要があ り ます。

● 出金リ ジ ェ ク ト 減算設定の場合
出金リ ジ ェ ク ト があっても枚数残置が可能と な り ます。
ただ し、 通常出金リ ジ ェ ク ト が発生する と、 在高異常状態と なるため、 在高異常残置回収許可設定が必
要と な り ます。

● 在高異常がある場合 （払出 LED ・ 収納 LED 点灯状態）

※ 完全回収によ り、 機械内の現金を全て回収する と、 払出 LED ・ 収納 LED は消灯し ます。

※ ソ フ ト スイ ッ チの設定によ り、 在高異常状態でも金額残置する こ とができます。

● 在高が不足し ている場合

● 在高が指定金額と同じ場合

※ ただ し、 残置枚数が 0 枚の金種がある場合は、 回収動作が実行されます。

 REJECT

A-ERR  

紙幣不足   硬貨不足

 SAME

枚数残置回収の注意点

● 回収動作は、 硬貨 ・ 紙幣同時に開始し、 紙幣
は 1 万円→ 5 千円 （2 千円） →千円の順に回
収し ます。

● ソ フ ト スイ ッ チで紙幣出金口に回収するか、
紙幣回収庫に回収するかを選択できます。

● ソ フ ト スイ ッ チで、 硬貨と紙幣の残置枚数を
設定する こ とができます。

● 回収動作中に 「ク リ ア」 ボタ ンを押すと回収
動作を停止し ます。

在高枚数

  

 
  

在高枚数 回収済枚数

不足枚数
34



紙幣回収の注意点

● 紙幣を回収庫に回収する場合 （紙幣回収）
回収庫がフルになる と一時停止し、 回収庫内 （出金リ ジ ェ ク ト 庫内は含まない） の紙幣を空にする と動
作を再開し ます。
回収庫フルを検出中は、 表示部④に 「CB-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示されます。
回収庫を本体から抜 く と、 表示部④に 「_CB-SET」 と表示されます。

● 紙幣を出金口に回収する場合 （紙幣回収）
出金集積部に 20 枚集積する と一時停止し、 出金口に放出し て表示部④に 「PO-BILL」 を点滅表示し、
出金口の紙幣の抜き取り待ちにな り ます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

※ 出金口回収に選択し ていても 2 千円は回収庫に回収し ます。

● 出金リ ジ ェ ク ト がある場合 （紙幣）
出金部③のリ ジ ェ ク ト 庫 LED が赤色点灯し ます。

● リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合 （紙幣）
リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合は一時停止し、 表示部④に 「RJ-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示し、 リ
ジ ェ ク ト 庫の紙幣の抜き取り を待ちます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

● 硬貨は釣銭機の出金口に回収されます。

● 正常に回収できなかった場合
枚数オーバー分を回収できなかった場合や回収枚数が理論在高よ り多い場合は、 ブザー音 （電話音） が
鳴り ます。 表示部④に 「CB-OPEN」 と 「BILLOUT」 が表示された場合は、 回収庫および出金リ ジ ェ ク
ト 庫の紙幣をすべて抜き取り、 回収庫をセ ッ ト し ます。

● 残置枚数を残置できなかった場合
紙幣出金リ ジ ェ ク ト のため、 還流庫の枚数が不足し た場合や、 在高異常状態での残置回収で、 理論在高
よ り実枚数が少なかった場合、 表示部④に設定し た残置枚数に対する不足枚数が表示されます。 （全金
種の不足合計枚数） 不足の枚数を入金する と、 設定し た枚数を残置できます。

「回収」 ボタ ンを押すご とに、 表示部④の内容が 「在高枚数表示」、 「回収済み枚数表示」、 「不足枚数」
が交互に表示されます。 「選択」 ボタ ンを押すと金種が切り替わり ます。

※ 在高枚数 ・ 回収済み枚数表示で、 全金種が選択されている場合、 2 千円も含まれます。

● 回収終了後、 回収庫抜取確認あ り設定の場合
回収動作終了時に、 残置結果に関係な く 回収庫、 またはリ ジ ェ ク ト 庫に紙幣がある場合は、 「CB-
OPEN」 「BILLOUT」 が交互表示されます。
回収庫及び リ ジ ェ ク ト 庫の紙幣を抜き取る と、 在高表示または不足枚数表示 （残置枚数不足の場合） と
な り ます。

   CB-FULL CB-OPEN  CB-SET

 紙幣抜き取り待ち

  RJ-FULL CB-OPEN

  

 

 

  
在高枚数 回収済枚数

不足枚数

 CB-OPEN BILLOUT  
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【金額残置回収】 （指定金額の貨幣を釣銭機内に残し て、 紙幣の回収を行います。 た

だ し、 2 千円は BT-20 内に残る場合があ り、 その場合、 2 千円の金額分多い結果に

なる こ とがあ り ます。 ソ フ ト スイ ッ チの設定が金額残置回収設定になっている と、

通常の一括回収動作は行いません。 金額残置回収設定を行う には、 販売会社へお問

い合わせ く だ さい。）

◆ 金額残置操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「回収」 の位置にし ま

す。 （回収 LED が点滅し ます。）

2. 「回収」 ボタ ンを押し て金額残置回収
モー ド に移行し ます。

※ 表示部④に 「A-REMN」 を 1 秒間表示し た後
に、 表示部①の全ての金種 LED が黄色点
灯、 表示部②の回収 LED が赤色点灯、 表示
部④に全金種還流庫の合計枚数が表示され
ます。
初期状態は全回収選択状態です。

※ 収納 LED または払出 LED が点灯し ている場
合、 ブザー音 （電話音） が鳴り、 回収動作
を行いません。 完全回収操作 （39 ページ参
照） を行って在高を ク リ ア し て く だ さい。

※ リ ジ ェ ク ト 庫 LED が点灯し ている場合は、
ブザー音 （電話音） が鳴り、 残置回収を行
いません。 この場合は無計数入金 （28 ペー
ジ参照） で、 リ ジ ェ ク ト 紙幣を入金する必
要があ り ます。

3. 金額残置回収モー ド になる と残置金額に
対する不足金額表示状態にな り ます。

4. 「ス ター ト 」 ボタ ンを押すと指定金額を
残し、 余分紙幣が回収されます。 （全金
種選択時）

※ 回収終了後の動作については、 38 ページ、
39 ページ 「完全回収の注意点」 を参照 く だ
さい。

金額残置回収の注意点

● 5 千円の回収を行う と、 混合回収庫 （5 千円 /
2 千円の混合） にある 2 千円は、 回収庫に収
納されます。

運用 　 回収

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

回収ボタ ン

 

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

A-REMN 一秒表示

 

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

選択ボタ ン※ 回収前に不足が分かっている場合は
　  不足金額を入金し て く だ さい

 

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

ス ター ト ボタ ン

 

紙幣不足金額表示 硬貨不足金額表示

  

金額残置回収の注意点

● 回収動作は、 硬貨 ・ 紙幣同時に開始し、 紙幣
は 1 万円→ 5 千円 （2 千円） →千円の順に回
収し ます。

● ソ フ ト スイ ッ チで紙幣出金口に回収するか、
紙幣回収庫に回収するかを選択できます。

● ソ フ ト スイ ッ チで、 硬貨と紙幣の残置金額を
設定する こ とができます。

● 回収動作中に 「ク リ ア」 ボタ ンを押すと回収
動作を停止し ます。
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5. 回収動作が終了する と、 在高枚数が表示
されます。

「回収」 ボタ ンを押すご とに表示部④の
内容が 「在高枚数」 → 「回収済み枚数」
→ 「不足枚数」 に切り替わり ます。

※ 「選択」 ボタ ンを押すご とに金種が変わり
ます。

6. 回収操作を終了する と きは、 コ ン ト ロー
ル錠を 「運用」 の位置にし て く だ さい。

以下のいずれかが表示された場合は、 金額残置回収が行われていません。 表示の

内容にし たがって処置し て く だ さい。

金額残置回収が行われない場合の表示

● 出金リ ジ ェ ク ト 紙幣がある場合 （リ ジ ェ ク ト 庫 LED 点灯状態）
出金リ ジ ェ ク ト 紙幣を無計数入金し てから、 再度枚数残置を行っ て く だ さい。

※ リ ジ ェ ク ト 庫に紙幣がな く ても、 リ ジ ェ ク ト 庫 LED が点灯し ている場合は、 一度、 無計数
入金モー ド に入る必要があ り ます。

● 出金リ ジ ェ ク ト 減算設定の場合
出金リ ジ ェ ク ト があっても枚数残置が可能と な り ます。
ただ し、 通常出金リ ジ ェ ク ト が発生する と、 在高異常状態と なるため、 在高異常残置回収許可設定が必
要と な り ます。

● 在高異常がある場合 （払出 LED ・ 収納 LED 点灯状態）

※ 完全回収によ り、 機械内の現金を全て回収する と、 払出 LED ・ 収納 LED は消灯し ます。

※ ソ フ ト スイ ッ チの設定によ り、 在高異常状態でも金額残置する こ とができます。

● 在高が不足し ている場合

● 設定金額での残置できない在高である場合
（例 ： 6 千円残置で、 1 千円の在高が 0 枚の場合）

● 在高が指定金額と同じ場合

※ ただ し、 残置枚数が 0 枚の金種がある場合は、 回収動作が実行されます。

※ 残置優先順位設定が重複し ている場合、 「E-1A0」 または 「E-1A1」 が表示され、 エラーと
な り ます。 （設定を確認し て く だ さい。）

 REJECT

A-ERR  

紙幣不足   硬貨不足

紙幣不足 硬貨不足
  

 SAME

紙幣金額残置
設定異常

紙幣金額残置
設定異常

 

在高枚数
   

  在高枚数 回収済枚数

紙幣 硬貨 
不足数 不足数

交互表示
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紙幣回収の注意点

● 紙幣を回収庫に回収する場合 （紙幣回収）
回収庫がフルになる と一時停止し、 回収庫内 （出金リ ジ ェ ク ト 庫内は含まない） の紙幣を空にする と動
作を再開し ます。
回収庫フルを検出中は、 表示部④に 「CB-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示されます。
回収庫を本体から抜 く と、 表示部④に 「_CB-SET」 と表示されます。

● 紙幣を出金口に回収する場合 （紙幣回収）
出金集積部に 20 枚集積する と一時停止し、 出金口に放出し て表示部④に 「PO-BILL」 を点滅表示し、
出金口の紙幣の抜き取り待ちにな り ます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

※ 出金口回収に選択し ていても 2 千円は回収庫に回収し ます。

● 出金リ ジ ェ ク ト がある場合 （紙幣）
出金部③のリ ジ ェ ク ト 庫 LED が赤色点灯し ます。

● リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合 （紙幣）
リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合は一時停止し、 表示部④に 「RJ-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示し、 リ
ジ ェ ク ト 庫の紙幣の抜き取り を待ちます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

● 硬貨は釣銭機の出金口に回収されます。

● 設定金額を残置できなかった場合
出金リ ジ ェ ク ト によ り残置できなかった場合は、 表示部④に 「CB-OPEN」 と 「BILLOUT」 が交互表示
されます。

回収庫と リ ジ ェ ク ト 庫の紙幣を抜き取り、 回収庫をセ ッ ト する と不足金額を表示し ます。
在高異常によ り金額残置できなかった場合は、 回収動作後に不足金額表示と な り ます。

※ 紙幣不足金額は、 2 千円を除 く 在高の残置金額に対する不足金額です。

※ 紙幣の不足金額が 10 万円以上の場合、 「- （マイナス）」 表示はされません。

※ 不足金額を入金する と、 設定し た残置金額と な り ます。
● 回収終了時、 回収庫抜取確認あ り設定の場合

回収動作終了時に、 残置結果に関係な く 回収庫またはリ ジ ェ ク ト 庫に紙幣がある場合 「CB-OPEN」
「BILLOUT」 の交互表示を行います。
回収庫及び リ ジ ェ ク ト 庫の紙幣を抜き取る と、 在高表示または不足枚数を表示し ます。

   CB-FULL CB-OPEN  CB-SET

 紙幣抜き取り待ち

  RJ-FULL CB-OPEN

 CB-OPEN BILLOUT  

紙幣在高不足金額 硬貨在高不足金額  

 CB-OPEN BILLOUT  
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【完全回収】 全金種、 全ての紙幣と硬貨を回収し ます。 また、 回収庫 ・ リ ジ ェ ク ト 庫

の紙幣も回収し ます。 完全回収を行う と、 収納 LED と払出 LED が消灯し ます。

◆ 完全回収操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「回収」 の位置にし ま

す。 （回収 LED が点滅し ます。）

2. 「ク リ ア」 ボタ ンを押し ながら 「回収」
ボタ ンを押すと完全回収モー ド に移行し
ます。

※ 表示部④に 「COMP」 を 1 秒間表示し た後
に、 回収 LED と点検 LED が点滅し ます。

3. 完全回収モー ド になる と 「全金種選択」
状態にな り ます。
「選択」 ボタ ンを押すご とに、 下記の順
番に表示内容が切り替わり ます。

※ 表示部①の該当金種 LED が黄色点灯し、 表
示部④に在高枚数が表示されます。

4. 全金種または全紙幣または全硬貨選択時
に 「ス ター ト 」 ボタ ンを押すと回収を開
始し ます。

※ 回収動作は、 硬貨 ・ 紙幣同時に開始し、 紙
幣は 1 万円→ 5 千円 （2 千円） →千円の順に
回収し ます。
全金種選択時 - 硬貨 ・ 紙幣の完全回収
全紙幣選択時 - 紙幣の完全回収
全硬貨選択時 - 硬貨の完全回収

※ 回収終了後の動作については、 40 ページ
「紙幣回収の注意点」 を参照 く だ さい。

5. 「回収」 ボタ ンを押すご とに、 表示部④
の内容が切り替わり ます。

※ 全ての紙幣が完全に回収された場合、 収納

LED と払出 LED は消灯し ます。

6. 回収操作を終了する時は、 コ ン ト ロール
錠を 「運用」 の位置にし て く だ さい。

完全回収の注意点

● 表示部④に表示される紙幣の在高は還流庫の
枚数です。

● 紙幣全金種が選択されている場合、 表示部④
は 2 千円を含めた紙幣還流庫の合計枚数が表
示されます。

● ソ フ ト スイ ッ チで、 紙幣出金口に出金する
か、 紙幣回収庫に回収するかを選択できま
す。

運用 　 回収

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

回収ボタ ン

 

ク リ アボタ ン

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

COMP 一秒表示

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

選択ボタ ン
ス ター ト ボタ ン

1 万円→ 5 千円→千円

全金種選択

500 円→ 100 円→ 50 円→ 10 円→ 5 円→ 1 円

全紙幣金種選択

全硬貨金種選択

 

在高枚数表示 回収済枚数表示
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紙幣回収の注意点

● 紙幣を回収庫に回収する場合 （紙幣回収）
回収庫がフルになる と一時停止し、 回収庫内 （出金リ ジ ェ ク ト 庫内は含まない） の紙幣を空にする と動
作を再開し ます。
回収庫フルを検出中は、 表示部④に 「CB-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示されます。
回収庫を本体から抜 く と、 表示部④に 「_CB-SET」 と表示されます。

● 紙幣を出金口に回収する場合 （紙幣回収）
出金集積部に 20 枚集積する と一時停止し、 出金口に放出し て表示部④に 「PO-BILL」 を点滅表示し、
出金口の紙幣の抜き取り待ちにな り ます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

※ 出金口回収に選択し ていても 2 千円は回収庫に回収し ます。

● リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合 （紙幣）
リ ジ ェ ク ト 庫がフルの場合は一時停止し、 表示部④に 「RJ-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示し、 リ
ジ ェ ク ト 庫の紙幣の抜き取り を待ちます。 抜き取った後に動作を再開し ます。

● 動作が終了する と 「CB-FULL」 と 「CB-OPEN」 を交互表示し ます。 回収庫内の紙幣 （出金リ ジ ェ ク ト
を含む） をすべて抜き取り ます。 回収庫を本体から抜 く と、 表示部④に 「_CB-SET」 が表示されます。

回収庫内の紙幣を抜き取り、 回収庫をセ ッ ト する と在高枚数表示にな り ます。

   CB-FULL CB-OPEN  CB-SET

 紙幣抜き取り待ち

  RJ-FULL CB-OPEN

 CB-SET
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【回収データ確認】 前回の回収操作 （ １ 操作分） の回収金額及び回収枚数を確認する

こ とができます。

◆ 回収データ確認操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「回収」 の位置にし ま

す。 （回収 LED が点滅し ます。）

2. 「ク リ ア」 ボタ ンを押し ながら 「点検」
ボタ ンを押すと前回の回収金額が表示さ
れます。

3. 回収データ確認モー ド になる と 「回収合
計金額」 表示状態にな り ます。
「選択」 ボタ ンを押すご とに、 下記の順
番に表示内容が切り替わり ます。

※ 表示部①の該当金種 LED が黄色点灯し、 表
示部④に前回回収枚数が表示されます。

4. 「ク リ ア」 ボタ ンを押すと、 通常の表示
に戻り ます。

※ 払出口への回収動作の場合は回収庫に回収
された 2 千円紙幣も前回回収データへ加算
されます。

運用 　 回収

10000 5000 2000 1000

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

点検ボタ ン

 

ク リ アボタ ン

500 100 50 10 5 1

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

前回回収金額表示

10000 5000 2000 1000

回収 点検 収納 払出 清掃

500 100 50 10 5 1

選択ボタ ン

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

選択ボタ ン

前回回収枚数表示

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

ク リ アボタ ン

 

1 万円→ 5 千円→ 2 千円→千円

回収合計金額

500 円→ 100 円→ 50 円→ 10 円→ 5 円→ 1 円

※各金種の枚数が表示されます
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【釣銭準備金再入金】 （入金確定型モー ド）

入金確定型モー ドの運用において、 在高異常がある場合、 完全回収によ り釣銭機内

の資金を空にし て、 本操作によ り釣銭機に資金を再度入金し ます。

※ 釣銭準備金再入金の操作はソ フ ト スイ ッ チで設定されている場合のみ可能です。

◆ 釣銭準備金再入金操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「運用」 の位置にし ま

す。

2. 釣銭準備金の紙幣を入金口にセ ッ ト し ま
す。

※ 硬貨は硬貨投入口へ投入し ます。

3. 「ス ター ト 」 ボタ ンを押すと入金動作を
開始し ます。

※ 紙幣取込中、 表示部④に動作中を示すウ ェ
イブが表示されます。

※ 入金動作中に 「ク リ ア」 ボタ ンを押すと、
入金動作を停止し ます。

※ 入金動作が終了する と、 表示部に入金金額

を表示し ます。

※ 動作中に還流庫フルと なった場合は、 入金
動作を停止し、 表示部④に 「_ _ _FULL」 を表
示、 表示部③の該当金種がフルの表示にな
り ます。

紙幣フル回収庫入金あ り設定の場合
還流庫フルと なった金種は直接回収庫へ入
金されます。 回収庫も フルと なった場合、
入金動作を停止し、 表示部④に 「CB-
FULL」 が表示されます。

※ 入金動作後に リ ジ ェ ク ト 紙幣がある場合、
表示部④に 「RJ-OUT」 を表示し て出金口に
放出し ます。 出金口の紙幣を抜き取り、 入
金口に紙幣がある場合は入金動作を再開し
ます。

紙幣取込中（ウ ェ イブ） 取込終了
（例：9000 円）

運用 　 回収

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

ス ター ト ボタ ン

 

 

 

入金金額表示

 

10000 5000 1000

1000 円フル
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【フル金種を回収する】 BT-20 は収納紙幣または硬貨でフルになった金種がある と、

入金動作ができな く な り ます。 この場合、 ユニ ッ ト 内のフルになった紙幣または硬

貨を減らす必要があ り ます。 フル紙幣回収機能またはフル硬貨回収機能が有効の場

合、 一部回収操作を行う こ と な く 、 簡単にフルになった金種を回収する こ とができ

ます。 （フル状態でない場合は回収動作を行いません。）

フル回収はソ フ ト スイ ッ チの設定が必要です。デフ ォル ト はフル回収禁止状態になっ

ています。

◆ フル回収操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「運用」 の位置にし ま

す。

※ 表示部③でフルになった金種の LED 上 ２ つ
が点滅し、 入金動作ができな く な り ます。

2. 「回収」 ボタ ンを押し ます。 フルになっ
ている金種が回収されます。 紙幣は回収
庫に回収されます。

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

回収ボタ ン

 

運用 　 回収

紙幣回収の注意点

● 回収庫または出金リ ジ ェ ク ト 庫がフルになる と警告表示され、 紙幣の回収動作を中止し ます。

● 出金リ ジ ェ ク ト 減算設定の場合。
フル回収時に出金リ ジ ェ ク ト が発生し た場合、 リ ジ ェ ク ト 1 件を フル回収枚数 1 枚と し てカウン ト し ま
す。

 CB-FULL  RJ-FULL
回収庫フル 出金リ ジ ェ ク ト フル
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【直前取引確認】

直前取引金額を確認する こ とができます。

◆ 直前取引操作手順
1. コ ン ト ロール錠を 「運用」 の位置にし ま

す。

2. 「ク リ ア」 ボタ ンを押し ながら 「点検」
ボタ ンを押すと、 預り金額と釣銭金額が
表示されます。
表示部①の全金種 LED が点灯し、 表示
部④に取引金額と釣銭金額が交互に表示
されます。

3. 「選択」 ボタ ンを押すご とに、 下記の順
番に表示内容が切り替わり ます。

※ 取引金額または入出金枚数が表示されます。

※ 先行運用方の場合、 入金枚数は表示されま
せん。

※ 確定型運用時の出金金額 （枚数） は取引開
始後の 新釣銭払出しデータ、 または取引
返却データが表示されます。

※ 2 千円の出金枚数は、 取引取消時の返却枚数
が表示されます。

4. 「ク リ ア」 ボタ ンを押すと、 通常の表示
に戻り ます。

※ 出金中にエ ラーが発生し た場合、 出金確定
し たデータが表示されます。

運用 　 回収

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

点検ボタ ンク リ アボタ ン

10000 5000 2000 1000

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

選択ボタ ン

500 100 50 10 5 1

10000 5000 2000 1000

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

500 100 50 10 5 1

預り金額表示

預り金額 釣銭金額

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

入金枚数表示

出金枚数表示
（釣銭枚数）

入金枚数：1 万円→ 5 千円→ 2 千円→千円

全金種選択（取引金額表示）

500 円→ 100 円→ 50 円→ 10 円→ 5 円→ 1 円

出金枚数：1 万円→ 5 千円→ 2 千円→千円

500 円→ 100 円→ 50 円→ 10 円→ 5 円→ 1 円
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6. エラー解除

6.1. エラーが表示されたら （エラーコー ド一覧表）

6.1.1. エ ラー解決手順

2. 該当するエラーコー ド を一覧表から探し、 参照ページの解除方法に従ってエラー原因を取
り除きます。

3. 「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエラー解除完了です。

エラーコー ド 点検箇所 エラー内容 参照ページ

E-001 ～ E-007 後面イ ン ターフ ェース部 硬貨釣銭機 （CT-22） との通信エ ラー 47 ページ

E-021 ～ E-09C
硬貨選別部 ・ 硬貨集積部

硬貨判別部 ・ 硬貨出金部 ・ 硬貨入金部
硬貨選別異常 ・ 硬貨ロ ッ ク異常

硬貨選別異常 （CT-22 内）
47 ページ

E-110 ～ E-117 紙幣入金部 紙幣入金部異常 53 ページ

E-120 ～ E-126 上搬送部 上搬送部異常 53 ページ

E-130 ～ E-135 紙幣還流庫 紙幣還流庫異常 54 ページ

E-136 集積部 集積部異常 54 ページ

E-140 ～ E-144 紙幣出金部 紙幣出金部異常 55 ページ

E-150 ～ E-151 紙幣回収庫 紙幣回収庫異常 55 ページ

E-152 出金リ ジ ェ ク ト 庫 出金リ ジ ェ ク ト 庫異常 55 ページ

E-161 ～ E-166 モーター部 モーター異常 56 ページ

E-168 ～ E-169 ソ レ ノ イ ド部 ソ レ ノ イ ド異常 56 ページ

E-170 ～ E-172 出金リ ジ ェ ク ト 庫 ・ 紙幣回収庫 出金不足 57 ページ

E-174 出金リ ジ ェ ク ト 庫 紙幣返却不可 57 ページ

E-175 ・ E-176 上搬送部 出金識別未完了 ・ 出金金種異常 57 ページ

E-177 - 残置回収異常 57 ページ

E-180 紙幣回収庫 紙幣回収庫セ ッ ト 異常 58 ページ

E-181 内部ユニ ッ ト 内部ユニ ッ ト セ ッ ト 異常 58 ページ

E-0F1 ・ E-0F2 硬貨釣銭機 （CT-22 側） 収納枚数フル （CT-22 側） 58 ページ

E-190 エン コーダー エン コーダー異常 59 ページ

E-191 集積部 集積部センサーシーケンス異常 59 ページ

E-192 EEP-ROM EEP-ROM 異常 59 ページ

E-193 紙幣読み取り センサー センサー調整値異常 59 ページ

E-194 ソ フ ト スイ ッ チ ソ フ ト スイ ッ チデータ異常 59 ページ

E-195 RCT （時計） IC RTC （時計） IC 異常 59 ページ

E-0A0 ～ E-0A2 - 金額残置設定異常 59 ページ

運用状況や運用方法によ り エ ラーが発生する こ とがあ り ますが、 エ ラーが発生し て
も電源は切らないで く だ さい。 計数中や払出中に電源が OFF になった場合、 計数誤
差が生じ ますので、 全ての紙幣を回収し て再度計数を行って く だ さい。

注意

1. エラーが発生し た場合、 表示部のエラー

コー ド を確認し ます。

エラーコー ドの後に 「NOCOUNT」 が表

示される場合、 搬送路から取り除いた紙

幣を 「無計数入金」 動作で機内に戻し ま

す。 （28 ページ参照）

 

例：エラーコー ド
「E-130」

「NOCOUNT」
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※ 「ク リ ア」 ボタ ン押すと初期動作が開始されます。 初期動作が正常に終了する と エラー解除完了
です。

4. 「ク リ ア」 ボタ ンを押し た後に CT-22 に 「CHECK」 と 「E-XXX」 が交互に表示される場
合は、 「CT-22 取扱説明書」 のエラー解除を参考に、 エラーを解除し て く だ さい。

6.2. エラー箇所の目安
エラーを解除するには、 前項の手順を行わないと解除できません。 下図からエラー

箇所の目安をつけ、 エラー発生箇所の異物や汚れ、 詰まった紙幣を取り除いてから、

エラーを解除し て く だ さい。

 
搬送部異常
E-120 ～ E126

紙幣入金部異常
E-110 ～ E-117 基板部異常

E-192 ～ E-195

エン コーダー異常
E-190

紙幣還流庫異常
E-130 ～ E-136

紙幣出金部異常
E-140 ～ E-143

紙幣回収庫異常
E-150 ～ E-151

回収庫セ ッ ト 異常
E-180

入金シャ ッ ターソ レ ノ イ ド異常
E-168

内部ユニ ッ ト セ ッ ト 異常
E-181

搬送モーター異常
E-163

千円還流庫繰出
モーター異常
E-164

集積部異常
E-136

還流庫（B) 繰出
モーター異常
E-166

還流庫（A) 繰出
モーター異常
E-165

入金取込モーター異常
E-161

識別搬送モーター異常
E-162

集積部センサーシーケンス異常
E-191

回収庫分岐ソ レ ノ イ ド 異常
E-169

出金不足
E-171、E172

出金識別未完了・出金金種異常
E-175、E-176

出金リ ジ ェ ク ト 庫異常
E-152

紙幣返却不可
E-174
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6.3. エラーコー ド と対処方法
エラーが発生し た場合、 エラー解除が完了するまで再運転できません。 エラー処理

方法にも基づいて、 正確にエラーを解除し て く だ さい。 （45 ページ 「エラー解決手

順」 参照）

6.3.1. E-001 ～ E-007

6.3.2. E-020 ～ E-09C

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-001

｜
E-007

硬貨釣銭機との通信エ ラー

紙幣釣銭機 （BT-20） と硬貨釣銭機 （CT-22） を接続し て
いる通信ケーブルが正し く 接続されているかを確認し ま
す。
エ ラーが解除されない場合は、 販売会社またはサービス
へご連絡 く だ さい。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-020 硬貨搬送路異常
（CT-22 側での異常）

[1] 搬送路上の硬貨を取り除きます。
[2] 内部ユニ ッ ト をセ ッ ト し なおし ます。

E-021

｜
E-026

集積部異常
（CT-22 側での異常）

間違っ て落下し た硬貨を正しい集積ユニ ッ ト にセ ッ ト し
なおし ます。

E-027 硬貨投入口異常
（CT-22 側での異常）

硬貨投入口に詰ま った硬貨がないか確認し ます。 詰ま っ
た硬貨が見える場合は下記の手順で除去し ます。

[1] シ ャ フ ト を矢印の方向に廻し ます。
[2] 内部ユニ ッ ト を引き出し、 右横にあるシャ フ ト を矢印

の方向にマイナス ド ラ イバーで廻し、 詰まった硬貨を
取り出し ます。

E-028 硬貨搬送路異常
（CT-22 側での異常）
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E-029 集積部異常
（CT-22 側での異常）

各集積ユニ ッ ト できれいに並んでいない硬貨を並べ直し
ます。

E-030 硬貨搬送路異常
（CT-22 側での異常）

取込センサー （S2） 周辺で詰ま った硬貨を取り除きます。
[1] 各金種の選別部に写真のよ う な状態の硬貨がないかを

確認し ます。
[2] 写真のよ う な硬貨が見えた場合は取り除きます。

E-031
硬貨搬送路異常
（CT-22 側での異常）

選別部硬貨通過センサー （S8 ～ S12） 周辺でロ ッ ク し た
硬貨を取り除きます。

E-032 硬貨判別部異常
（CT-22 側での異常）

選別部硬貨通過センサー （S7） 周辺でロ ッ ク し た硬貨を
取り除きます。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法
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E-033

｜
E-036

硬貨判別部異常
（CT-22 側での異常）

選別部硬貨通過センサー （S8 ～ S12） 周辺でロ ッ ク し た
硬貨を取り除きます。

[1] 写真のよ う な状態の硬貨がないかを確認し ます。
[2] 硬貨が見えた場合は取り除きます。

E-037

E-038
硬貨判別部異常
（CT-22 側での異常）

リ ジ ェ ク ト 硬貨通過センサー （S5）、 または判別硬貨通過
センサー （S6） 周辺の硬貨や異物を取り除き、 「ク リ ア」
ボタ ンを押し ます。

E-039 硬貨判別部異常
（CT-22 側での異常）

判別センサー （S4） の下にある硬貨や異物を取り除き、
「ク リ ア」 ボタ ンを押し ます。

E-03A

E-03B
硬貨判別部異常
（CT-22 側での異常）

リ ジ ェ ク ト ト リ ガセンサー （S4）、 または基準センサー
（S3） 周辺の硬貨や異物を取り除き、 「ク リ ア」 ボタ ンを
押し ます。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法
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E-03C

E-03D
硬貨判別部異常
（CT-22 側での異常）

計数判別部に硬貨がある場合は取り除き、 集積ユニ ッ ト
部の状態を確認し ます。

E-041

｜
E-046

出金部異常
（CT-22 側での異常）

[1] ゲー ト ブロ ッ クの下に写真のよ う な硬貨がないかを確
認し ます。

[2] 硬貨を正常な位置に戻し、 ゲー ト ブロ ッ ク を閉じ ま
す。

E-050 出金部異常
（CT-22 側での異常）

このエ ラーが発生し た時は、 硬貨が多 く 払い出された可
能性があ り ます。 払出金額をよ く 確認し、 正確な釣銭を
渡し て く だ さい。
[1] 内部ユニ ッ ト を引き出し ます。
[2] ゲー ト ブロ ッ クの下に写真のよ う な硬貨がないかを確

認し ます。
[3] 写真のよ う な硬貨がある場合は、 硬貨を取り除きま

す。

E-051

｜
E-056

出金部異常
（CT-22 側での異常）

[1] ゲー ト ブロ ッ クの下に写真のよ う な硬貨がないかを確
認し ます。

[2] 硬貨を正常な位置に戻し、 ゲー ト ブロ ッ ク を閉じ ま
す。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

 

硬貨がはみ出た状態にある と
硬貨センサーをふさいで反応
エラーが表示されます

 

 

硬貨がはみ出た状態にある と
硬貨センサーをふさいで反応
エラーが表示されます
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E-057 硬貨搬送路部異常
（CT-22 側での異常）

リ ジ ェ ク ト 部周辺の硬貨や異物を取り除き、 「ク リ ア」 ボ
タ ンを押し ます。

E-058 払出枚数不一致 （不足）
（CT-22 側での異常）

このエ ラーが発生し た時は、 硬貨が多 く 払い出された可
能性があ り ます。 払出金額をよ く 確認し、 正確な釣銭を
渡し て く だ さい。
[1] 内部ユニ ッ ト を引き出し ます。
[2] 写真のよ う な硬貨がないかを確認し ます。
[3] 硬貨を正常な位置に戻し、 ゲー ト ブロ ッ ク を閉じ ま

す。

E-059 硬貨搬送路部異常
（CT-22 側での異常）

[1] 後に判別硬貨通過センサーを通過し ている硬貨は、
未判別硬貨またはリ ジ ェ ク ト 硬貨のため、 取り除きま
す。

[2] 「ク リ ア」 ボタ ンを押し ます。
[3] 取り除いた硬貨を再度計数し ます。

E-05A

E-05B
硬貨搬送路部異常
（CT-22 側での異常）

リ ジ ェ ク ト 部周辺、 判別硬貨通貨センサー以降の硬貨や
異物を取り除き、 「ク リ ア」 ボタ ンを押し ます。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法
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E-060

E-068

E-06A

｜
E-06F

E-070

｜
E-078

E-07B

｜
E-07F

E-080

｜
E-088

E-08B

集積部異常
（CT-22 側での異常）

硬貨選別部周辺、 または集積部に異常が発生し ています。
「ク リ ア」 ボタ ンを押し た後、 CT-22 に 「CHECK」 と 「E-
XXX」 が交互に表示される場合は、 「CT-22 取扱説明書」
のエ ラー解除を参考にエ ラーを解除し て く だ さい。
※ エラー解除を行う際は、 特に写真の箇所に気をつけて

確認し て く だ さい。
[1] 搬送 ・ 硬貨選別部

詰ま った硬貨や異物を取り除きます
[2] 集積ユニ ッ ト

落ちているゴ ミ などの異物を取り除きます。
硬貨が間違った金種の集積ユニ ッ ト に混入し ている場
合は、 正しい金種の集積ユニ ッ ト の位置へ並べて入れ
ます。

※ 硬貨の並べ方は 「CT-22 取扱説明書」 の硬貨の並べ方
を参考に並べて下さい。

E-092 硬貨判別部異常
（CT-22 側での異常）

計数判別部にゴ ミ や異物がないかを確認し、 ある場合は
取り除きます。

E-093

｜
E-095

硬貨判別部異常
（CT-22 側での異常）

計数判別部周辺にゴ ミ や異物がないかを確認し、 ある場
合は取り除きます。

E-096 硬貨搬送路部異常
（CT-22 側での異常）

計数判別部周辺にゴ ミ や異物がないかを確認し、 ある場
合は取り除きます。

E-097

E-098
硬貨搬送路部異常
（CT-22 側での異常）

取込センサー （S2） の周辺 （手前側 / 奥側） にある硬貨
や異物を取り除き、 「ク リ ア」 ボタ ンを押し ます。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法
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6.3.3. E-110 ～ E-117

6.3.4. E-120 ～ E-126

E-099 硬貨判別部異常
（CT-22 側での異常）

硬貨投入口に残った硬貨や異物を取り除き、 「ク リ ア」 ボ
タ ンを押し ます。

E-09A

｜
E-09C

硬貨搬送路部異常
（CT-22 側での異常）

計数判別部にゴ ミ や異物がないかを確認し、 ある場合は
取り除きます。
計数判別部のハーネスが正し く 接続されているかを確認
し ます。
上記を確認し ても同じ エ ラーが表示される場合は、 セン
サーの不良が考えられます。 販売会社またはサービスへ
ご連絡 く だ さい。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-110

｜
E-117

紙幣入金部異常

残留紙幣、 および異物が搬送路上に残っ ていないかを確
認し ます。 紙幣が残留し ている場合は、 エ ラー解除の後
に再入金し ます。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-120

｜
E-126

上搬送部異常

残留紙幣、 および異物が搬送路上に残っ ていないかを確
認し ます。 紙幣が残留し ている場合は、 エ ラー解除の後
に再入金し ます。
※ 「NOCOUNT」 が表示されている場合は、 無計数入金を

行っ て く だ さい。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

搬送路

 

 

搬送路
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6.3.5. E-130 ～ E-136

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-130

｜
E-135

紙幣還流庫異常

[1] 「NOCOUNT」 が表示されていない場合
紙幣還流庫にある紙幣の収納状態を確認し ます。
紙幣が飛び出し た り、 整列し ていない場合は整列させ
ます。
収納状態①の場合 ： 紙幣収納が完了し ています。
エ ラー解除手順に従っ てエ ラーを解除し ます。
収納状態②の場合 ： 紙幣収納が完了し ていません。
収納爪よ り前にある紙幣を取り出し、 エ ラーを解除し
ます。 解除後に紙幣入金口から紙幣を再入金し ます。

[2] 「NOCOUNT」 が表示されている場合
搬送路にある紙幣を取り除きます。 エ ラーを解除し、
無計数入金を行います。 

E-136
集積部異常

「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し ます。
再度同じ エ ラーが発生する場合は、 収納爪の前にある紙
幣を取り出し、 「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエラーを解除し
ます。 取り出し た紙幣を無計数入金し ます。
※ このエ ラーは基本的に装置の故障時に発生し ます。

 

還流庫

収納状態① 収納状態②

収納爪

収納爪よ り前に紙幣がない 収納爪よ り前に紙幣がある
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6.3.6. E-140 ～ E-144

6.3.7. E-150 ～ E-152

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-140

｜
E-144

出金部異常

残留紙幣、 および異物が出金部に残っていないかを確認
し ます。 紙幣が残留し ている場合は、 エ ラー解除の後に
再入金し ます。
※ 「NOCOUNT」 が表示されている場合は、 無計数入金を

行っ て く だ さい。
※ 「NOCOUNT」 が表示されていない場合は、 紙幣出金部

の紙幣をお客さ まへお渡し く だ さい。
※ E-144 のエラーが解除されない場合は、 出金リ ジ ェ ク

ト 庫に残留紙幣がないかを確認し て く だ さい。 （56 
ページ 「出金リ ジ ェ ク ト 庫 エン ド センサー部異常」 参
照）

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-150
紙幣回収庫異常

残留紙幣、 および異物が紙幣回収庫接続部に残っ ていな
いかを確認し ます。

紙幣回収庫の下図で紙幣が回収されているかを確認し ま
す。

※ 表示部に 「NOCOUNT」 と表示され、 下図のセンサー部
に紙幣がかかっている場合は、 その紙幣は未確定状態
です。 取り出し て 「無計数入金」 動作で入金し て く だ
さい。

出金部

 

紙幣回収庫接続部

 

確認個所

センサー部
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6.3.8. E-161 ～ E-169

E-151
回収庫エン ド センサー部異常

回収庫に入っ ている紙幣を取り除きます。
「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し ます。

E-152 出金リ ジ ェ ク ト 庫
エン ド センサー部異常

出金リ ジ ェ ク ト 庫に入っ ている紙幣を取り除きます。 「ク
リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し ます。
※ 「NOCOUNT」 が表示されている場合は、 無計数入金を

行っ て く だ さい。
※ エラーが解除されない場合は、 出金部に残留紙幣がな

いかを確認し て く だ さい。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-161
入金取込モーター異常

投入口に紙幣が詰ま っている、 または入金取込モーター
が故障し ています。 （46 ページ 「エラー箇所の目安」 参
照） 入金口の紙幣を取り除き、 「ク リ ア」 ボタ ンを押し て
く だ さい。
「ク リ ア」 ボタ ンを押し ても エラーが再発する場合は、
モーターの故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-162
識別搬送モーター異常

「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し て く だ さい。
「ク リ ア」 ボタ ンを押し ても エラーが再発する場合は、
モーターの故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-163
搬送モーター異常

「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し て く だ さい。
「ク リ ア」 ボタ ンを押し ても エラーが再発する場合は、
モーターの故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-164 千円還流庫繰り出し モーター
異常

「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し て く だ さい。
「ク リ ア」 ボタ ンを押し ても エラーが再発する場合は、
モーターの故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-165 還流庫 （A) 繰り出し モーター
異常

「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し て く だ さい。
「ク リ ア」 ボタ ンを押し ても エラーが再発する場合は、
モーターの故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-166 還流庫 （B) 繰り出し モーター
異常

「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し て く だ さい。
「ク リ ア」 ボタ ンを押し ても エラーが再発する場合は、
モーターの故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

紙幣を取り除 く

 
紙幣を取り除 く
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6.3.9. E-170 ～ E-177

E-168 入金シャ ッ ターソ レ ノ イ ド
異常

紙幣ジ ャムによ り入金シャ ッ ターソ レ ノ イ ドがロ ッ ク さ
れている、 または入金シャ ッ ターソ レ ノ イ ドが故障し て
います。 （46 ページ 「エ ラー箇所の目安」 参照）
紙幣ジ ャムを取り除いてエ ラーを解除し て く だ さい。 エ
ラー解除の手順を行っ ても エ ラーが再発する場合は、 販
売会社へご連絡 く だ さい。

E-169
回収庫分岐ソ レ ノ イ ド異常

紙幣ジ ャムによ り回収庫分岐ソ レ ノ イ ド がロ ッ ク されて
いる、 または回収庫分岐ソ レ ノ イ ドが故障し ています。
（46 ページ 「エ ラー箇所の目安」 参照）
紙幣ジ ャムを取り除いてエ ラーを解除し て く だ さい。 エ
ラー解除の手順を行っ ても エ ラーが再発する場合は、 販
売会社へご連絡 く だ さい。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-170
出金不足 （還流庫エン ド）

還流庫の紙幣があ り ません。
出金リ ジ ェ ク ト 庫内の紙幣を無計数入金し ます。 在高
データ を現物現金が合わない場合は、 完全回収後に資金
登録し ます。

E-171
出金不足 （回収庫フル） 回収庫の紙幣を回収し ます。

E-172 出金不足
（出金リ ジ ェ ク ト 庫フル）

出金リ ジ ェ ク ト 庫内の紙幣を回収し、 無計数入金し ます。

E-174
紙幣返却不可

還流庫の紙幣がない、 または出金リ ジ ェ ク ト 庫が満杯で
す。
出金リ ジ ェ ク ト 庫内の紙幣を無計数入金し ます。 在高
データ を現物現金が合わない場合は、 完全回収後に資金
登録し ます。

E-175
出金識別未完了

上搬送部に紙幣が残留し ている場合は、 紙幣を取り出し
ます。 エ ラー解除後に無計数入金を行います。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法
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6.3.10. E-180、 E-181、 E-0F1、 E-0F2

E-176
出金金種異常

上搬送部の紙幣を取り出し、 エ ラー解除後に無計数入金
を行います。

E-177
残置回収異常

このエ ラーが発生し た場合、 紙幣の完全回収を行い、 違
算の修正を行った後に残置分を再入金し ます。 紙幣の完
全回収は、 営業時間終了後に行う こ と をお勧めし ます。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-180
回収庫セ ッ ト 異常

紙幣回収庫がセ ッ ト されていないので、 紙幣回収庫を
セ ッ ト し ます。

E-181
内部ユニ ッ ト セ ッ ト 異常

内部ユニ ッ ト が引き出されてるので、 内部ユニ ッ ト を
セ ッ ト し ます。

E-0F1

（FULL）
※ CT-22 側
「FULL」 表示

硬貨入金部異常
（CT-22 側の異常）

CT-22 の硬貨投入口に硬貨が残っ ている場合は、 硬貨を
取り除いて 「ク リ ア」 ボタ ンを押し ます。
詳細は CT-22 の取扱説明書を参照 く だ さい。

E-0F2 硬貨入金部異常
（CT-22 側の異常）

硬貨投入口に残った硬貨を取り除いて 「ク リ ア」 ボタ ン
を押し ます。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

 

紙幣回収庫

 

内部ユニ ッ ト
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6.3.11. E-190 ～ E-195、 E-0A0 ～ E-1A1

6.3.12. 強制在高ク リ ア

完全回収 （39 ページ参照） を実行する こ と で、 強制在高ク リ アを行う こ とができま

す。

BT-20 ・ CT-22 のどち らかだけに点灯し ている場合は、 点灯し ている機械のみ完全回

収を行って く だ さい。

エラーコー ド エラー内容 エラー対処法

E-190
エン コーダ異常

下搬送部がきちんと閉ま っ ていない、 またはエン コー
ダーセンサーが故障し ています。 （46 ページ 「エ ラー箇所
の目安」 参照） 下搬送部が閉ま っ ているかを確認し、 「ク
リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し て く だ さい。 「ク リ
ア」 ボタ ンを押し ても エ ラーが再発する場合は、 セン
サーの故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-191 集積部センサーシーケンス
異常

「ク リ ア」 ボタ ンを押し てエ ラーを解除し て く だ さい。
「ク リ ア」 ボタ ンを押し ても エ ラーが再発する場合は、 セ
ンサーの故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-192
EEP-ROM 異常

EEP-ROM へのデータ書き込み等の異常が発生し ていま
す。 電源の入り切り を行っ ても エ ラーが再発する場合は、
メ イ ン基板の故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-193
センサー調整値異常

紙幣読み取り センサー調整値の異常が発生し ています。
電源の入り切り を行っ ても エ ラーが再発する場合は、 メ
イ ン基板の故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-194
ソ フ ト スイ ッ チデータ異常

メ イ ン基板の故障が考えられますので、 販売会社へご連
絡 く だ さい。

E-195
RTC （時計） 異常

RTC （時計） の IC 異常が発生し ています。 電源の入り切
り を行っても エ ラーがは再発する場合は、 メ イ ン基板の
故障ですので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-0A0 硬貨搬送路異常
（CT-22 側の異常）

搬送路上の硬貨を取り除いて集積部の状態を確認し、 「ク
リ ア」 ボタ ンを押し ます。

※ CT-22 の E-0A 及び BT-20 の E-0A0 のエ ラーは電源
OFF/ON する と ク リ ア されますので、 電源を操作せず
に必ず先にエラーを解除し て く だ さい。

E-1A0
紙幣金額残置設定異常

紙幣金額残置設定の金種優先度の間違いが発生し ていま
すので、 販売会社へご連絡 く だ さい。

E-1A1
硬貨金額残置設定異常

硬貨金額残置設定の金種優先度の間違いが発生し ていま
すので、 販売会社へご連絡 く だ さい。
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6.4. 各種エラー メ ッ セージ

表示 原因 対応

電源投入時、 ROM のチ ェ ッ ク ・ サムエ
ラーを検知

販売会社またはサービスへご連絡 く だ さい

電源投入時、 RAM 異常を検知 販売会社またはサービスへご連絡 く だ さい

フ ァームウ ェ アのダウンロー ド中にエ
ラーが発生

販売会社またはサービスへご連絡 く だ さい

フ ァームウ ェ アの削除中にエ ラーが発
生

販売会社またはサービスへご連絡 く だ さい

フ ァームウ ェ アの書き込み中にエラー
が発生

販売会社またはサービスへご連絡 く だ さい

機内でエ ラーが発生
エ ラーコー ド を確認し、 エ ラーを解除し ま
す （45 ページ参照）

紙幣回収庫が正し く セ ッ ト されていな
い

13 ページ 「紙幣回収庫の開閉」 参照

硬貨釣銭機 （CT-22） のユニ ッ ト が正し
く セ ッ ト されていない

CT-22 取扱説明書参照

ユニ ッ ト が正し く セ ッ ト されていない
12 ページ 「下搬送部の開閉および内部ユ
ニ ッ ト の閉じ方」 参照

入金動作中に入金リ ジ ェ ク ト があった リ ジ ェ ク ト 紙幣を取り除きます

紙幣出金口に出金し た紙幣がある 紙幣出金口の紙幣を取り除きます

紙幣回収庫に紙幣がある 紙幣回収庫の紙幣を取り除きます

釣銭の補充時に リ ジ ェ ク ト 紙幣フルで
停止し た

13 ページ 「紙幣回収庫 （出金リ ジ ェ ク ト
庫） の着脱」 を参照）

紙幣回収時に回収庫フルで停止し た 13 ページ 「紙幣回収庫の開閉」 参照

払出し金額に対し て在高が不足し てい
る

不足し ている金種を補充し て く だ さい。

エラーコード
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6.4.1. 表示部④文字対応表

電池の消耗によるバッ ク ア ッ プデータ
が不確定、 または異常

販売会社またはサービスへご連絡 く だ さい

硬貨入金部に硬貨を投入しすぎている、
または変形硬貨や異物が混入し た

投入硬貨を減ら し、 変形硬貨や異物を取り
除いてから、 BT-20 の 「ス ター ト 」 ボタ ン
を押し ます。

計数中に収納枚数 （紙幣 ： 還流庫 / 硬
貨 ： 集積ユニ ッ ト ） がフルになった

FULL が表示される と それ以上入金ができ
なるので、 「一部回収」 操作を行います。

※ フルになった金種は、 表示部①の LED
が点滅し ます。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

A B C D E F G H I J K L M N

O P Q R S T U V W X Y Z -

表示 原因 対応

 

 

 
フルになった金種

CT-22

BT-22

表示

表示
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7. お手入れ
本製品を末永 く ご利用いただ く ためには、 日々のお手入れが大変重要です。 清掃方

法に従って、 日々の清掃を行って く だ さい。 

7.1. 清掃について
本製品を正し く 稼働させるために、 必ず定期的に清掃を行って く だ さい。

7.1.1. 清掃用具について

付属の清掃用具がな く なった場合は、 ホームセン ター等でお買い求め く だ さい。

7.1.2. 清掃 LED の消灯について

清掃 LED が点灯し た場合は必ず清掃を行って く だ さい。 清掃が十分でない場合、 ま

たは投入枚数が一万枚を超えている場合、 清掃 LED は消灯し ません。 清掃を十分

行った上で、 下記手順にて、 清掃 LED を ク リ ア し て く だ さい。

マシンの機構部が作動する と危険です。 点検や清掃を行う前には必ず電源を 「OFF」
にし、 電源プ ラグを コ ンセン ト から抜いて行って く だ さい。注意

清掃 LED が点灯し た場合は①センサーが汚れている、 または②投入枚数が一万枚を
超えています。①の場合はセンサーを清掃し て く だ さい。センサーを清掃し ても LED
が消えない場合や②の場合は 62 ページの 「清掃 LED の消灯について」 を参照し、
LED の消灯操作を行って く だ さい。

注意

清掃 LED の消灯操作手順

1. コ ン ト ロール錠を 「回収」 の位置にし ま

す。

2. 「ク リ ア」 ボタ ンを押し ながら 「選択」
ボタ ンを押し ます。 紙幣処理枚数がク リ
ア され、 清掃 LED が消灯し ます。

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

清掃ボタ ンク リ アボタ ン

 運用 回収 

紙幣処理枚数を ク リ ア し た後も清掃 LEDが点
灯し ている場合は、 センサーの感度が下がっ
ています。 十分に清掃を行って く だ さい。
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7.1.3. 清掃箇所 （機構部）

 

搬送ローラー 搬送ローラー 

搬送ローラー 

搬送ローラー 

スリット板 

搬送ローラー 

搬送ローラー
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7.1.4. 清掃箇所 （センサー部）

 （S1）入金口 

センサー（左/

右） 

（S2）入金重券検知 

センサー（左/右） 

（S5）識別透過 

センサー（左/右） 
（S4）識別 CIS センサー 

（S6）通過センサー 

（S7）千円還流庫計数

センサー（左/中/右） 

（S8）還流庫（Ｂ）計数センサー 

（S9）還流庫（Ａ）計数センサー 

（S28）出金抜き取りセンサー 

（S26）出金残留センサー 

（S25）出金通過センサ

（S32）出金リジェク

ト庫エンドセンサー 

（S33）回収庫エンドセンサー 

（S39）収納検知センサ

（S35）出金リジェクト

庫フル検知センサー

（S34）回収庫フ

ル検知センサー 

（S12）還流庫（Ａ）収納センサー
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7.1.5. 清掃箇所の特定

清掃 LED が点灯する原因と し て、 以下の 3 種類の要因があ り ます。

● センサーが汚れている

● 紙幣投入枚数が一万枚を超えている

● センサー補正レベルが 大になっている

点灯要因を特定するには、 以下の手順を行って く だ さい。 

◆ 表示の見方 

表示 状態

■ センサーが汚れている
センサーが汚れて感度が下がっ ています。
センサー位置を特定し、 清掃を行っ て く だ さい。

■ 紙幣投入枚数が一万枚を超えている
紙幣投入枚数が一万枚を超えています。 各部の清掃を行った
う えで、 清掃 LED の消灯作業を行っ て く だ さい。 （62 ページ
参照）

■ センサーの補正レベルは 大になっている
センサーの補正レベルが 大になっ ています。
センサー位置を特定し、 清掃を行っ て く だ さい。

清掃 LED の点灯要因確認操作手順

1. コ ン ト ロール錠を 「運用」 の位置にし ま

す。

2. 「選択」 ボタ ンを押し、 表示部④に表示
される清掃 LED 点灯要因表示を確認し
ます。 点灯要因が複数ある場合は、 「選
択」 ボタ ンを押すご とに表示が切り替わ
り ます。

3. センサーの汚れが要因の場合、 「清掃箇
所 （センサー部）」 でセンサーの位置を
確認し、 清掃を行います。 （64 ページ参
照）

10000 5000 2000 1000

500 100 50 10 5 1

回収 点検 収納 払出 清掃

クリア スタ-ト回収 点検 選択

10000 5000 1000回収 点検

選択ボタ ン

 
運用 　    回収

  

 

センサー記号 センサーレベル

 

65



◆ 表示一覧表

[01L] 入金口センサー （左） [07L] 千円還流庫計数センサー （左） [12] 還流庫 （A) 収納センサー

[01R] 入金口センサー （右） [07M] 千円還流庫計数センサー （中） [25] 出金通過センサー

[02L] 入金重券検知センサー （左） [07R] 千円還流庫計数センサー （右） [26] 出金残留センサー

[02R] 入金重券検知センサー （右） [08] 還流庫 （B） 計数センサー [28] 出金抜き取り センサー

[05L] 識別透過センサー （左） [09] 還流庫 （A） 計数センサー [39] 収納検知センサー

[05R] 識別透過センサー （右） [10] 千円還流庫センサー

[06] 透過センサー [11] 還流庫 （B） 収納センサー
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7.2. 毎週の清掃
センサーが汚れている場合、 または入金紙幣が一万枚を超える と、 清掃 LED が点灯

し ます。 週に一度はセンサーの清掃を行って く だ さい。

7.2.1. 紙幣入金部付近の清掃 

入金部のセンサー清掃

1. 本体を引き出し ます。

2. 紙幣入金部を開きます。

3. ハケで各センサーの紙粉やゴ ミ を取り除
きます。

● 入金口センサー （左 / 右） （S1）
● 入金重券検知センサー （左 / 右） （S2）
● 識別 CIS センサー （S4）
● 識別透過センサー （左 / 右） （S5）

※ 汚れがひどい場合は乾いた綿棒で、 上記各センサー
を拭いて く だ さい。

 

入金部の搬送ローラー清掃

1. 本体を引き出し ます。

2. 紙幣入金部を開きます。

3. 見える範囲で紙粉やゴ ミ をハケで取り除
きます。

4. ウエスで汚れを拭き取り ます。

 

67



7.2.2. 紙幣搬送部付近の清掃 

搬送部のセンサー清掃

1. 本体を引き出し ます。

2. 上搬送部を開きます。

3. ハケで各センサーの紙粉やゴ ミ を除去し
ます。

● 通過センサー （S6）
● 千円還流庫計数センサー （左 / 中 / 右） （S7）
● 還流庫 （B） 計数センサー （S8）
● 還流庫 （A） 計数センサー （S9）

※ 汚れがひどい場合は乾いた綿棒で、 上記各センサー
を拭いて く だ さい。

 

搬送部の搬送ローラー清掃

1. 本体を引き出し ます。

2. 上搬送部を開きます。

3. 見える範囲で紙粉やゴ ミ をハケで取り除
きます。

4. ウエスで汚れを拭き取り ます。
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7.2.3. 紙幣出金部付近の清掃 

出金部のセンサー清掃

1. 本体を引き出し ます。

2. 紙幣出金部を開きます。

3. ハケで各センサーの紙粉やゴ ミ を除去し
ます。

● 出金通過センサー （S25）
● 出金通過センサー （S25） プ リズム
● 出金残留センサー （S26）
● 出金抜き取り センサー （S28）
● 出金抜き取り センサー （S28） プ リズム
● 出金リ ジ ェ ク ト 庫エン ド センサー （S32）
● 出金リ ジ ェ ク ト 庫フル検知センサー （S35）

※ 汚れがひどい場合は乾いた綿棒で、 上記各センサー
およびプ リズムを拭いて く だ さい。
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出金部の搬送ローラー清掃

1. 本体を引き出し ます。

2. 紙幣出金部を開きます。

3. 見える範囲で紙粉やゴ ミ をハケで取り除
きます。

4. ウエスで汚れを拭きます。

 

出金部のス リ ッ ト 板清掃

1. 本体を引き出し ます。

2. 紙幣出金部を開きます。

3. 出金部のス リ ッ ト 板にウエスを当てて、
ギアを矢印方向に回転させてス リ ッ ト 板
を拭きます。

※ ス リ ッ ト 板にウエスを当てる と きは、 強 く 押し当て
ないよ う に注意し て く だ さい。

 

スリット板 ギヤ 
70



紙幣回収庫接続部のセンサー清掃

1. ユニ ッ ト 錠を左に廻し ます。

2. 紙幣回収庫を取り外し ます。

3. ハケで各センサーの紙粉やゴ ミ を除去し
ます。

● 回収庫エン ド センサー （S33）
● 回収庫フル検知センサー （左 / 右） （S34）
● 収納検知センサー （S39）

※ 汚れがひどい場合は乾いた綿棒で、 上記各センサー
を拭いて く だ さい。
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紙幣回収庫のプ リズム清掃

1. ユニ ッ ト 錠を左に廻し ます。

2. 紙幣回収庫を取り外し ます。

3. ハケで各センサーの紙粉やゴ ミ を取り除
きます。

● 出金リ ジ ェ ク ト 庫エン ド センサー （S32） プ リズム
● 回収庫エン ド センサー （S33） プ リズム
● 出金リ ジ ェ ク ト 庫フル検知センサー （S35） プ リズ

ム
● 収納検知センサー （S39） プ リズム及びレンズ

※ 汚れがひどい場合は乾いた綿棒で、 上記各プ リズム
およびレンズを拭いて く だ さい。

 

紙幣回収庫部の搬送ローラー清掃

1. ユニ ッ ト 錠を左に廻し ます。

2. 紙幣回収庫を取り外し ます。

3. 見える範囲で紙粉やゴ ミ をハケで取り除
きます。

4. ウエスで汚れを拭き取り ます。
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7.2.4. 紙幣還流庫部付近の清掃

紙幣還流庫部のセンサー清掃

1. 本体を引き出し ます。

2. 下搬送部を開きます。

3. ハケで各センサーの紙粉やゴ ミ を取り除
きます。

● 千円還流庫計数センサー （S7）
● 千円還流庫収納センサー （S10）
● 千円還流庫収納センサー （S10） 受光部
● 還流庫 （B） 収納センサー （S11）
● 還流庫 （B） 収納センサー （S11） 受光部
● 還流庫 （A） 収納センサー （S12）
● 還流庫 （A） 収納センサー （S12） 受光部
● 千円還流庫エン ド センサー （S13）
● 千円還流庫エン ド センサー （S13） 受光部
● 還流庫 （B） エン ド センサー （S14）
● 還流庫 （B） エン ド センサー （S14） 受光部
● 還流庫 （A） エン ド センサー （S15）
● 還流庫 （A） エン ド センサー （S15） 受光部
● 千円還流庫残留検知センサー （S19）
● 千円還流庫残留検知センサー （S19） 受光部
● 還流庫 （B） 残留検知センサー （S20）
● 還流庫 （B） 残留検知センサー （S20） 受光部
● 還流庫 （A） 残留検知センサー （S21）
● 還流庫 （A） 残留検知センサー （S21） 受光部

※ 汚れがひどい場合は乾いた綿棒で、 上記各センサー
を拭いて く だ さい。

 

紙幣還流庫部のローラー清掃

1. 本体を引き出し ます。

2. 下搬送部を開きます。

3. 見える範囲で紙粉やゴ ミ をハケで取り除
きます。

4. ウエスで汚れを拭き取り ます。
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8. 設置

8.1. 運搬の注意

下記場所には絶対に設置し ないで く だ さい
● 傾斜や段差がある場所

丈夫な床面に水平器で水平を出し てから設置し て く だ さい。
● 直射日光が当たる場所

屋外ではセンサーが日光を感知し て誤動作の原因にな り ます。
● ホコ リが多い場所

粉塵等の付着によ り、 搬送ベル ト 類のすべりやセンサー汚れの原因にな り ます。
● 水周り

電子部品に浸水する と、 火災 ・ 感電 ・ 漏電の恐れがあ り ます。
● 振動がある場所

センサーが誤動作する可能性があ り ます。
● 危険物の近 く
● 冷凍機などの ノ イズの発生しやすい機器の近 く

センサーが誤動作する可能性があ り ます。
下記状態の配線は火災 ・ 感電 ・ 漏電の可能性があるため、 絶対に行わないで く だ さい。
※ 電源プ ラグは本機の近 く のコ ンセン ト に接続し、 コ ンセン ト は人が容易に近づける場所に

し て く だ さい。
● 冷凍機等との同一コ ンセン ト の使用
● 冷凍機等とのタ コ足配線
本機の上に花瓶 ・ 植木鉢 ・ コ ッ プ等、 水の入った容器または金属物を置かないで く だ さい。
※ 内部に水分が侵入し た場合、 火災や感電の恐れがあ り ます。
設置する場所が下記の条件を満た し ている こ と を確認し て く だ さい。

定格電圧 ： AC100V ± 10％ 　 50/60Hz
温度 　 　 ： 5 ℃～ 40 ℃
湿度 　 　 ： 30％～ 80％ （結露なき こ と）

機械に装着されている紙幣回収庫に手をかけて機械を持ち運ばないで く だ さい。
機械を持ち運ぶ場合は、 必ず紙幣回収庫を取り外し て く だ さい。
下記状態の配線は火災 ・ 感電 ・ 漏電の可能性があるため、 絶対に行わないで く だ さい。
※ 紙幣回収庫の取り外しについては 13 ページの 「紙幣回収庫 （出金リ ジ ェ ク ト 庫） の着脱」

を参照 く だ さい。

警 告

注意

紙幣回収庫
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8.2. 設置場所
下記設置スペースを確保し てから設置し て く だ さい。
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8.3. 設置 - ケーブル接続

8.3.1. 事前に用意する部品

（1） 電源コー ド ..................................................................................................1 本 ： CT-22 付属品

（2） CT/BT 電源コー ド 1 本 ： BT-20 付属品

（3） CT/BT 通信ケーブル 1 本 ： BT-20 付属品

（4） 上位通信ケーブル 1 本 ： お客様でご用意

（5） ケーブルク ラ ンプ 【乳白色】 （CT-22 用） 1 個 ： CT-22 付属品

（6） ケーブルク ラ ンプ 【黒色】 （BT-20 用） 1 個 ： BT-20 付属品

（7） コネク ターカバー （CT-22 用） 1 個 ： BT-20 付属品

（8） コネク ターカバー （BT-20 用） 1 個 ： BT-20 付属品

（9） 金具取付ネジ [M4x8mm]1 本 ： CT-22 付属品

（10） コネク ターカバーネジ [M3x5mm]1 本 ： BT-20 付属品

※ 上位通信ケーブルは RS-232C メ ーカーオプシ ョ ン品または USB1.1 （B タ イプ） を
お客様にてご準備 く だ さい。

※ (5) と (6) のケーブルク ラ ンプは大き さおよび色が違います。
取り付けの際に間違わないよ う にし て く だ さい。

8.3.2. ケーブル接続手順

1. CT-22/BT-20 を写真 （背面写真） のよ う に並べます。

2.  BT-20 のネジ （A） を外し ます。

3.  CT-22 のネジ （B） を緩めて、 コネク ターカバーをはずし ます。

4.  電源コー ド （C）、 CT/BT 電源コー ド （D）、 CT/BT 通信ケーブル [RS-232C] （E）、 上位通
信ケーブル [RS232C または USB1.1-B タ イプ ] （F） を写真のよ う に接続し ます。

 

(A) (B)

BT-20 CT-22

コネクターカバー

 

(C)

(D) (E)

(F)
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5.  CT/BT 電源コー ド （D）、 CT/BT 通信ケーブル [RS-232C] （E）、 上位通信ケーブル [RS-
232C または USB1.1-B タ イプ ] （F） をケーブルク ラ ンプ 【黒色】 （G） に入れ、 手順 1. で
取り外し た BT-20 のネジ （A) で写真のよ う に取りつけます。

6. 電源コー ド （C）、 BT/CT 通信ケーブル [RS-232C] をケーブルク ラ ンプ 【乳白色】 （I） に
入れ、 CT-22 付属の金具取付ネジ [M4x8mm] （H） で取りつけます。

※ ケーブルク ラ ンプは設置金具と共締めにな り ます。 詳し く は 78 ページの 「設置方法 - 設置金具取
付」 を参照 く だ さい。

7. コネク ターカバー [BT-20 用 ] （K） を コネク ターカバーネジ [M3x5mm] （J） で BT-20 に取
りつけます。

8. コネク ターカバー [CT-22 用 ] （L） を手順 1. で緩めていたネジ （B） を使って CT-22 に取
りつけます。

(G)
(D)

(A)

(F)

(E)

 

(C)

(I)

(H)
(E)

 

(B)

(L)

(K)

 

(J)
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8.4. 設置方法 - 設置金具取付

8.4.1. BT-20/CT-22 設置方法

機械を取付金具で設置する前に、 ケーブルの接続を行っ て く だ さい。
必ず設置金具を取り付けて く だ さい。 取り付けていない場合、 内部ユニ ッ ト を引き出す際に、
本機が落下する可能性があ り ます。

注意

■ CT-22 設置方法

1. 本体後部に付属の金具取付ネジ （黒）

[M4x8] 3 本で、 付属の設置金具をプラス

ド ラ イバーで固定し ます。

※ 3 本のう ち、 （A） のネジはケーブル接続時に
ケーブルク ラ ンプ と共締めし ます。 （76 ペー
ジの 「設置 - ケーブル接続」 参照）

2. 設置金具のついた本体を、 専用設置台ま
たはカウン ター台等にセ ッ ト し、 付属の
装置取付ネジ、 装置取付ナ ッ ト で固定し
ます。

■ BT-20 設置方法

1. 本体後部に付属の金具取付ネジ （黒）

[M4x8] 2 本で、 付属の設置金具をプラス

ド ラ イバーで固定し ます。

2. 設置金具のついた本体を、 専用設置台ま
たはカウン ター台等にセ ッ ト し、 付属の
装置取付ネジ、 装置取付ナ ッ ト で固定し
ます。

装置取付ネジ

（A)

設置金具

金具取付ネジ [M4x8mm]

※ 装置取付ネジは、設置場所によりネ

ジの長さが異なります。（下図参照） 

金具取付ネジ 

（Ｍ４×８mm）：５本 

装置取付ネジ：2 種類（各 2 本） 

CT-22 

BT-20 

設置金設置金具

設置金具 （黒）

※ 設置取付ネジは、設置場所
　  によ り長さが異な り ます（図照）

専用設置台：板金

設置金具

カウン ター台：木製

設置金具

専用設置台

装置取付ネジ [M4x15mm].........2 本

装置取付ナ ッ ト .........................2 個

装置取付ネジ [M4x35mm].........2 本

装置取付ナ ッ ト ........................2 個

※ カウン ター台（厚寸法）が 25ｍｍ を超える
　  場合は、お客様にて同仕様ネジのご用意を
　  お願いし ます。

カウン ター台
78



8.5. 外形寸法図

8.6. 設置寸法図

 

600 mm 

133 mm 

250 mm 

133mm

600mm

250mm

  

◆ CT-22 左 /BT-20 右 ◆ CT-22 右 /BT-20 左
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9. 製品仕様

9.1. 入金部

● 入金紙幣 4 金種 （千円、 5 千円、 1 万円、 2 千円）

● 入金方式 一括混合入金短手両面 4 方向

● 入金容量 20 枚以下 （官封券）

● 残留検知 機能な し

● 自動ス ター ト あ り （光学式検知）

9.2. 紙幣鑑別部

● 識別方式 CIS、 光学センサー

● 重券検知 機能あ り （光学式検知）

● 入金速度 約 5 枚 / 秒± 10% （1,000 円 10 枚入金時）
約 5.1 秒± 10% 以内
（9,000 円 [5 枚 ] 入金完了時間 ： 紙幣挿入から 9000 表示まで）

9.3. 搬送部

● 搬送方式 ローラー方式

9.4. 還流部

● 収納方式 強制収納方式

● 収納容量 千円還流庫 ： 大 250 枚 （官封券、 1 枚挿入）
還流庫 （A) ： 大 100 枚 （官封券、 1 万円、 1 枚挿入）
還流庫 （B) ： 大 100 枚 （官封券、 2 千円 /5 千円混合、 1 枚挿入）

● 収納一時保留 機能あ り （ 大 10 枚 / 還流庫）

● 収納検知 各還流庫にフルおよびエン ド検知あ り （光学式検知）

9.5. 出金搬送部

● 判別方式 光学式センサー

● 重券検知 機能あ り （光学式検知）

9.6. 出金部

● 出金方式 出金口への一括混合出金 （短手両面 4 方式）

● 出金速度 9,000円/約1.8秒±10%（出金開始[M06動作]から完了[M01動作]まで）
※ 5 千円出金動作時に 2 千円の回収動作が入る場合を除 く

● 出金容量 20 枚以下 / 回

● 出金一時保留 機能な し

● 代替出金 機能あ り （ソ フ ト ウ ェ アスイ ッ チで設定可能）

9.7. 回収部

● 収納容量 回収庫 ： 大 200 枚 （官封券、 1 枚挿入）
リ ジ ェ ク ト 庫 ： 大 20 枚 （官封券、 1 枚挿入）
※ 紙幣状態によ っては 1 枚でフル検知する場合あ り

● 回収方式 回収庫へ混合一括回収、 または出金口への混合分割回収
（ソ フ ト ウ ェ アスイ ッ チで設定可能）

● 収納量検知 各庫にフルおよびエン ド検知あ り （光学式検知）
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● 回収速度 1,000 円 ： 100 枚 /21 秒± 10%
5,000 円 ： 100 枚 /22 秒± 10%
10,000 円 ： 100 枚 /29 秒± 10%

9.8. 表示操作部

● 表示 7 セグ メ ン ト LED ｘ 6 個
金額、 枚数、 エラーコー ド、 モー ド

● 状態① LED ラ ンプ ｘ 7 個
操作モー ド、 運用状態、 清掃時期

● 状態② LED ラ ンプ ｘ 6 個 ｘ 3 段 （18 個）
各金種収納枚数

● 状態③ LED ラ ンプ ｘ 10 個
選択金額

● 操作ボタ ン ス ト ロークキースイ ッ チ ｘ 5 か所
ク リ ア、 回収、 点検、 選択、 ス ター ト

● モー ド切替 コ ン ト ロール錠 （2 接方式）
左 45 度 ： 運用モー ド （キー抜け可能）
右 45 度 ： 回収モー ド （キー抜け不可）

9.9. 通信部 / 電源部

● 外部 I/F RS-232C ： 2 個 （上位、 FCT）
USB1.1 ： 1 個 （上位）
※ 上位通信は RS-232C または USB1.1 のいずれか一方

9.10. 外形寸法 / 重量

● 寸法 250 （W） ｘ 600 （D） ｘ 133 （H） mm （凹凸を除 く ）

● 重量 約 22.0Kg

10. 環境仕様
● 電源 AC100V （50/60Hz 共用）

● 消費電力 待機時 ： 28W 以下
動作時 ： 180W

● 温度 +5 ℃～ +40 ℃

● 湿度 30% ～ 80% （結露なき こ と）

● 電磁波障害 VCCI ク ラス A 情報処理装置の規格に適合

※ CT-22 と接続する こ とが条件と な り ます。

※ 本仕様および上記装置 ・ ユニ ッ ト は、 機能向上のため予告な く 変更する場合があ り ます。

CT-22 接続コネク ター（電源）

COM ポー ト （通信ポー ト ）
CT-22 接続コネク ター（通信）

RS-232C

USB
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10. メ ーカーオプシ ョ ン

10.1. 回収庫 （増量タ イプ）
大容量タ イプの回収庫を装着する こ とができます。

詳細は販売会社等にご相談 く だ さい。

● 収納容量回収庫 ： 大 500 枚 （官封券、 1 枚挿入）
リ ジ ェ ク ト 庫 ： 大 20 枚 （官封券、 1 枚挿入）
※ 紙幣の状態によ っては 1 枚でフル検知する場合あ り

● 本体寸法 183.6 （W） ｘ 126 （D） ｘ 101 （H） mm （凹凸を除 く ）

10.2. 通信ケーブル
BT-20 を上位 （POS など） と接続するための通信ケーブルです。

10.3. 還流庫セキュ リ テ ィ ーキー

 

DSub 9 ピン（メ ス）
ミ ニ DSub 8 ピン（オス）
ス ト レー ト タ イプ

 

還流庫セキュ リ テ ィ キー
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	2. ユニット錠を右に廻しながら、前面の取 手を持ち、内部ユニットを最後まで引き 出します。
	3. 上搬送部解除レバーを矢印①の方向にス ライドさせ、上搬送部を開きます。

	4.3.5. 下搬送部の開閉および内部ユニットの閉じ方
	1. BT-20前面のユニット錠を右に廻しま す。
	2. ユニット錠を右に廻しながら、前面の取 手を持ち、内部ユニットを最後まで引き 出します。
	3. 下搬送部解除レバーを矢印①の方向に引 き上げてロックを解除し、下搬送部を開 きます。

	4.3.6. 紙幣回収庫の開閉
	1. 紙幣回収庫を取り外します。
	2. 紙幣回収庫錠を右に廻します。
	3. 紙幣回収庫扉を開きます。

	4.3.7. 紙幣回収庫（出金リジェクト庫）の着脱
	1. ユニット錠を左に廻します。紙幣回収庫 が少し飛び出します。
	2. 紙幣回収庫を取り外します。



	5. 操作
	5.1. BT-20操作パネル
	5.1.1. 操作パネルとコントロール錠
	5.1.2. 表示部①
	5.1.3. 表示部②
	5.1.4. 表示部③
	5.1.5. 表示部④
	5.1.6. 操作ボタン
	5.1.7. コントロール錠

	5.2. BT-20の操作方法（釣銭先行モード）
	5.2.1. 釣銭を準備する
	5.2.2. 営業中の操作（預かり金の投入と釣銭の払出）

	5.3. BT-20の操作方法（入金確定型モード）
	5.3.1. 釣銭を準備する
	5.3.2. 営業中の操作（預かり金の投入と釣銭の払出）

	5.4. BT-20の操作方法（共通操作）
	5.4.1. 収納された紙幣の枚数を確認する
	1. コントロール錠を「運用」の位置にしま す。
	2. 「点検」ボタンを押します。
	3. 表示部①・④を見て、金種別の収納枚数 を確認します。
	4. 「点検」ボタンを押すごとに、下記の順 番に表示内容が切り替わります。
	5. 「クリア」ボタンを押すと、通常の運用 状態に戻ります。

	5.4.2. 無計数入金する
	1. コントロール錠を「回収」の位置にしま す。（回収LEDが点滅します。）
	2. 「スタート」ボタンを押して無計数入金 モードに移行します。 表示部④に「NOCOUNT」と「_ _ _ _ _ _0」 が1秒ごとに交互表示されます。
	3. 無計数入金する紙幣を入金口にセットし ます。
	4. 「クリア」ボタンを押すと、表示部④に 「- - -」を表示し、無計数入金モードを 終了します。 入金動作後にリジェクト紙幣がある場 合、表示部④に「RJ-OUT」が表示され ます。出金口...

	5.4.3. 収納された紙幣を回収する
	1. コントロール錠を「回収」の位置にしま す。（回収LEDが点滅します。）
	2. 「点検」ボタンを押して一部回収モード に移行します。
	3. 表示部①・④を確認しながら、一部回収 の操作を行います。 「選択」ボタンを押すごとに、下記の順 番に表示内容が切り替わります。
	4. 「スタート」ボタンを押すと選択金種が 10枚回収されます。
	5. 「回収」ボタンを押すごとに、表示部④ の内容が切り替わります。
	6. 回収操作を終了する時は、コントロール 錠を「運用」の位置にしてください。
	1. コントロール錠を「回収」の位置にしま す。（回収LEDが点滅します。）
	2. 「回収」ボタンを押して一括回収モード に移行します。
	3. 表示部①・④を確認しながら、一括回収 の操作を行います。 「選択」ボタンを押すごとに、下記の順 番に表示内容が切り替わります。
	4. 「スタート」ボタンを押すと選択金種が 全て回収されます。
	5. 「回収」ボタンを押すごとに表示部④の 内容が切り替わります。
	6. 回収操作を終了する時は、コントロール 錠を「運用」の位置にしてください。
	1. コントロール錠を「回収」の位置にしま す。（回収LEDが点滅します。）
	2. 「回収」ボタンを押して枚数残置回収 モードに移行します。
	3. 枚数残置回収モードになると「全金種選 択」状態になります。 「選択」ボタンを押すごとに、下記の順 番に表示内容が切り替わります。
	4. 「スタート」ボタンを押すと指定枚数を 残し、余分貨幣が回収されます。（全金 種選択時）
	5. 回収動作が終了すると、在高枚数が表示 されます。 「回収」ボタンを押すごとに表示部④の 内容が「在高枚数」→「回収済枚数」→ 「不足枚数」に切り替わります。
	6. 回収操作を終了するときは、コントロー ル錠を「運用」の位置にしてください。
	1. コントロール錠を「回収」の位置にしま す。（回収LEDが点滅します。）
	2. 「回収」ボタンを押して金額残置回収 モードに移行します。
	3. 金額残置回収モードになると残置金額に 対する不足金額表示状態になります。
	4. 「スタート」ボタンを押すと指定金額を 残し、余分紙幣が回収されます。（全金 種選択時）
	5. 回収動作が終了すると、在高枚数が表示 されます。 「回収」ボタンを押すごとに表示部④の 内容が「在高枚数」→「回収済み枚数」 →「不足枚数」に切り替わります。
	6. 回収操作を終了するときは、コントロー ル錠を「運用」の位置にしてください。
	1. コントロール錠を「回収」の位置にしま す。（回収LEDが点滅します。）
	2. 「クリア」ボタンを押しながら「回収」 ボタンを押すと完全回収モードに移行し ます。
	3. 完全回収モードになると「全金種選択」 状態になります。 「選択」ボタンを押すごとに、下記の順 番に表示内容が切り替わります。
	4. 全金種または全紙幣または全硬貨選択時 に「スタート」ボタンを押すと回収を開 始します。
	5. 「回収」ボタンを押すごとに、表示部④ の内容が切り替わります。
	6. 回収操作を終了する時は、コントロール 錠を「運用」の位置にしてください。
	1. コントロール錠を「回収」の位置にしま す。（回収LEDが点滅します。）
	2. 「クリア」ボタンを押しながら「点検」 ボタンを押すと前回の回収金額が表示さ れます。
	3. 回収データ確認モードになると「回収合 計金額」表示状態になります。 「選択」ボタンを押すごとに、下記の順 番に表示内容が切り替わります。
	4. 「クリア」ボタンを押すと、通常の表示 に戻ります。
	1. コントロール錠を「運用」の位置にしま す。
	2. 釣銭準備金の紙幣を入金口にセットしま す。
	3. 「スタート」ボタンを押すと入金動作を 開始します。
	1. コントロール錠を「運用」の位置にしま す。
	2. 「回収」ボタンを押します。フルになっ ている金種が回収されます。紙幣は回収 庫に回収されます。
	1. コントロール錠を「運用」の位置にしま す。
	2. 「クリア」ボタンを押しながら「点検」 ボタンを押すと、預り金額と釣銭金額が 表示されます。 表示部①の全金種LEDが点灯し、表示 部④に取引金額と釣銭金額が交互に表示 されます
	3. 「選択」ボタンを押すごとに、下記の順 番に表示内容が切り替わります。
	4. 「クリア」ボタンを押すと、通常の表示 に戻ります。
	注意



	6. エラー解除
	6.1. エラーが表示されたら（エラーコード一覧表）
	6.1.1. エラー解決手順
	1. エラーが発生した場合、表示部のエラー コードを確認します。 エラーコードの後に「NOCOUNT」が表 示される場合、搬送路から取り除いた紙 幣を「無計数入金」動作で機内に戻しま す...
	2. 該当するエラーコードを一覧表から探し、参照ページの解除方法に従ってエラー原因を取 り除きます。
	3. 「クリア」ボタンを押してエラー解除完了です。
	4. 「クリア」ボタンを押した後にCT-22に「CHECK」と「E-XXX」が交互に表示される場 合は、「CT-22 取扱説明書」のエラー解除を参考に、エラーを解除してください。


	6.2. エラー箇所の目安
	6.3. エラーコードと対処方法
	6.3.1. E-001～E-007
	6.3.2. E-020～E-09C
	6.3.3. E-110～E-117
	6.3.4. E-120～E-126
	6.3.5. E-130～E-136
	6.3.6. E-140～E-144
	6.3.7. E-150～E-152
	6.3.8. E-161～E-169
	6.3.9. E-170～E-177
	6.3.10. E-180、E-181、E-0F1、E-0F2
	6.3.11. E-190～E-195、E-0A0～E-1A1
	6.3.12. 強制在高クリア

	6.4. 各種エラーメッセージ
	6.4.1. 表示部④文字対応表
	注意
	注意



	7. お手入れ
	7.1. 清掃について
	7.1.1. 清掃用具について
	7.1.2. 清掃LEDの消灯について
	1. コントロール錠を「回収」の位置にしま す。
	2. 「クリア」ボタンを押しながら「選択」 ボタンを押します。紙幣処理枚数がクリ アされ、清掃LEDが消灯します。

	7.1.3. 清掃箇所（機構部）
	7.1.4. 清掃箇所（センサー部）
	7.1.5. 清掃箇所の特定
	1. コントロール錠を「運用」の位置にしま す。
	2. 「選択」ボタンを押し、表示部④に表示 される清掃LED点灯要因表示を確認し ます。点灯要因が複数ある場合は、「選 択」ボタンを押すごとに表示が切り替わ ります。
	3. センサーの汚れが要因の場合、「清掃箇 所（センサー部）」でセンサーの位置を 確認し、清掃を行います。（64 ページ参 照）


	7.2. 毎週の清掃
	7.2.1. 紙幣入金部付近の清掃
	1. 本体を引き出します。
	2. 紙幣入金部を開きます。
	3. ハケで各センサーの紙粉やゴミを取り除 きます。
	1. 本体を引き出します。
	2. 紙幣入金部を開きます。
	3. 見える範囲で紙粉やゴミをハケで取り除 きます。
	4. ウエスで汚れを拭き取ります。

	7.2.2. 紙幣搬送部付近の清掃
	1. 本体を引き出します。
	2. 上搬送部を開きます。
	3. ハケで各センサーの紙粉やゴミを除去し ます。
	1. 本体を引き出します。
	2. 上搬送部を開きます。
	3. 見える範囲で紙粉やゴミをハケで取り除 きます。
	4. ウエスで汚れを拭き取ります。

	7.2.3. 紙幣出金部付近の清掃
	1. 本体を引き出します。
	2. 紙幣出金部を開きます。
	3. ハケで各センサーの紙粉やゴミを除去し ます。
	1. 本体を引き出します。
	2. 紙幣出金部を開きます。
	3. 見える範囲で紙粉やゴミをハケで取り除 きます。
	4. ウエスで汚れを拭きます。
	1. ユニット錠を左に廻します。
	2. 紙幣回収庫を取り外します。
	3. ハケで各センサーの紙粉やゴミを除去し ます。
	1. ユニット錠を左に廻します。
	2. 紙幣回収庫を取り外します。
	3. ハケで各センサーの紙粉やゴミを取り除 きます。

	7.2.4. 紙幣還流庫部付近の清掃
	1. 本体を引き出します。
	2. 下搬送部を開きます。
	3. ハケで各センサーの紙粉やゴミを取り除 きます。



	8. 設置
	警 告
	8.1. 運搬の注意
	注意

	8.2. 設置場所
	8.3. 設置-ケーブル接続
	8.3.1. 事前に用意する部品
	8.3.2. ケーブル接続手順
	1. CT-22/BT-20を写真（背面写真）のように並べます。
	2. BT-20のネジ（A）を外します。
	3. CT-22のネジ（B）を緩めて、コネクターカバーをはずします。
	4. 電源コード（C）、CT/BT電源コード（D）、CT/BT通信ケーブル[RS-232C]（E）、上位通 信ケーブル[RS232CまたはUSB1.1-Bタイプ]（F）を写真のように接続します。
	5. CT/BT電源コード（D）、CT/BT通信ケーブル[RS-232C]（E）、上位通信ケーブル[RS- 232CまたはUSB1.1-Bタイプ]（F）をケーブルクランプ【黒色】（G）に入れ、手順1.で 取り外したBT-20のネジ（A)で...
	6. 電源コード（C）、BT/CT通信ケーブル[RS-232C]をケーブルクランプ【乳白色】（I）に 入れ、CT-22付属の金具取付ネジ[M4x8mm]（H）で取りつけます。
	7. コネクターカバー[BT-20用]（K）をコネクターカバーネジ[M3x5mm]（J）でBT-20に取 りつけます。
	8. コネクターカバー[CT-22用]（L）を手順1.で緩めていたネジ（B）を使ってCT-22に取 りつけます。


	8.4. 設置方法-設置金具取付
	注意
	8.4.1. BT-20/CT-22設置方法
	1. 本体後部に付属の金具取付ネジ（黒） [M4x8] 3本で、付属の設置金具をプラス ドライバーで固定します。
	2. 設置金具のついた本体を、専用設置台ま たはカウンター台等にセットし、付属の 装置取付ネジ、装置取付ナットで固定し ます。
	1. 本体後部に付属の金具取付ネジ（黒） [M4x8] 2本で、付属の設置金具をプラス ドライバーで固定します。
	2. 設置金具のついた本体を、専用設置台ま たはカウンター台等にセットし、付属の 装置取付ネジ、装置取付ナットで固定し ます。


	8.5. 外形寸法図
	8.6. 設置寸法図

	9. 製品仕様
	9.1. 入金部
	9.2. 紙幣鑑別部
	9.3. 搬送部
	9.4. 還流部
	9.5. 出金搬送部
	9.6. 出金部
	9.7. 回収部
	9.8. 表示操作部
	9.9. 通信部/電源部
	9.10. 外形寸法/重量

	10. メーカーオプション
	10.1. 回収庫（増量タイプ）
	10.2. 通信ケーブル
	10.3. 還流庫セキュリティーキー
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